
平成２０・　９（1）

CONTENTS

宇土市５０年のあゆみ ………… 2・3

宇土市市制施行５０周年記念事業 … 4・5

タウントピックス ……… 20～ 22

市保健センター告知板 ………… 35

No.961

９
２００８



平成２０・９（2）

　
今
年
は
、
１
９
５
８
（
昭
和
　
）
年
に
宇
土
市
が
発
足
し
て
か
ら
　
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
間
、

３３

５０

市
民
一
人
ひ
と
り
の
市
を
愛
す
る
心
に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
広
報
う
と
で
は
、
宇
土
市
が

誕
生
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

市史編さん

だ よ り
ＶＯＬ．３０

第 ８ 回

平成１１年～平成１５年

く
ま
も
と
未
来
国
体

開
催

　
平
成
　
年
に
開
催
さ
れ
た
く
ま

１１

も
と
未
来
国
体
で
、
宇
土
市
で
は

９
月
に
ヨ
ッ
ト
競
技
、　

月
に
相

１０

撲
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ッ
ト
競
技
は
宇
土
マ
リ
ー
ナ

で
開
催
。
地
元
熊
本
県
が
男
子
総

合
、
女
子
総
合
と
も
に
１
位
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
相
撲
競
技
は
市
民
体
育
館
で
開

催
し
、
各
県
選
手
の
力
と
技
の
ぶ

つ
か
り
合
い
や
市
民
の
応
援
や
歓

声
の
中
で
、
熊
本
県
は
総
合
２
位

と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。

　
ヨ
ッ
ト
競
技
、
相
撲
競
技
と
も

に
実
施
し
た
民
泊
は
（
ヨ
ッ
ト
競

技
は
国
体
初
の
民
泊
）
選
手
た
ち

に
大
好
評
で
、
宇
土
を
離
れ
る
際

に
は
民
泊
受
入
れ
家
庭
と
選
手
た

ち
の
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

各地域での民泊国体相撲競技　　

国体ヨット競技　　
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周
年
記
念
事
業
を
実
施

５０　
市
で
は
、
　

月
１
日
、
市
民
会

１０

館
に
お
い
て
、
市
制
　
周
年
を
記

５０

念
し
、
市
制
施
行
　
周
年
記
念
式

５０

典
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本

紙
４
、
５
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
　
年
　
月
１
日
、
市
民
会

１２

１０

館
大
ホ
ー
ル
で
「
小
西
行
長
公
没

後
４
０
０
年
記
念
事
業
」
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
記
念
事
業
で
は
、
歴

史
作
家
の
井
沢
元
彦
氏
が
「
小
西

行
長
が
駆
け
た
時
代
」
と
題
し
て

講
演
し
、
そ
の
後
基
調
報
告
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
小
西
行

長
公
の
人
物
像
や
歴
史
上
の
功
績

等
を
見
直
そ
う
と
活
発
な
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
西
行
長
公
没
後
４
０

０
年
記
念
事
業
を
開
催

ド
ゥ
ル
ー
女
史
生
誕
１
０

０
年
記
念
式
典
を
開
催

　
平
成
　
年
４
月
　
日
、
住
吉
自

１３

１４

然
公
園
内
で
供
ノ
リ
生
産
者
の
救

世
主
做
ド
ゥ
ル
ー
女
史
の
生
誕
１

０
０
年
記
念
式
典
と
第
　
回
ド
ゥ

３８

ル
ー
祭
が
行
わ
れ
、
地
元
の
住
吉 小西行長像

　
平
成
　
年
　
月
、
宇
土
雨
乞
い

１４

１０

大
太
鼓
と
関
係
資
料
の
計
　
点
４２

（
雨
乞
い
太
鼓
　
基
・
 鉦
 ５
点
・
 油
 

か
ね
 

ゆ

２９

 単
 〈
太
鼓
の
胴
に
か
け
る
布
〉
２

た
ん点

・
古
記
録
６
点
）
が
県
重
要
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
太
鼓
収
蔵
館
に
一
堂
に
保
管
・

展
示
さ
れ
て
い
る
宇
土
市
の
雨
乞

い
大
太
鼓
は
江
戸
～
明
治
期
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
、
熊
本
県
に
お

け
る
近
世
以
降
の
雨
乞
い
の
様
子

を
伝
え
る
重
要
な
資
料
と
し
て
の

価
値
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
し

た
。 宇

土
雨
乞
い
太
鼓
が
県

重
要
民
俗
文
化
財
に

５
２
５
０
万
円
分
の
応
募
の
中
か

ら
、
２
１
５
件
（
２
億
円
分
）、
補

欠
当
選
　
件
分
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

５０

漁
協
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
関
係

者
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
同
女
史
の
長
男
夫

妻
・
長
女
夫
妻
も
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
駆
け

つ
け
、
華
を
添
え
ま
し
た
。

大太鼓収蔵館

　
平
成
　
年
　
月
　
日
、
市
の
道

１５

１２

１５

路
や
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
整
備
事
業
の
平
成
　
年
度
ま
で

１７

の
完
成
を
見
据
え
、
建
設
に
対
す

る
市
民
参
加
の
気
運
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
同
事
業
の
一
部
に
充
当

す
る
「
う
と
市
民
債
」
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
　

月
　
日
に
抽
選
で

１１

２７

有
効
応
募
総
数
３
８
６
件
、
３
億

う
と
市
民
債
発
行

誉市民の
　　横顔

平成11年５月【宇土市】宇土マリーナが完成

　　　　　６月【宇土市】宇城北部地区広域農道（ウキウキロード）が開通

　　　　　９月【宇土市】宇土マリーナでくまもと未来国体ヨット競技開催

　　　　　９月【宇土市】台風１８号による被害

　　　　　１０月【宇土市】市民体育館でくまもと未来国体相撲競技開催

平成１２年３月【宇土市】宇土市都市計画マスタープランを策定

　　　　　４月【宇土市】宇土市、１３種類の資源ごみの分別収集を開始

　　　　　５月【宇土市】宇土市防災センターが運用開始

　　　　　１０月【宇土市】小西行長公没後４００年記念事業を開催

平成１３年４月【宇土市】宇土市指定ごみ袋制度がスタート

　　　　　４月【宇土市】キャサリン・メアリー・ドゥルー女史生誕１００年記念式典を開催

　　　　　８月【宇土市】全国高校総体相撲・ヨット競技開催

　　　　　９月【全国等】アメリカで同時多発テロが発生

　　　　　１２月【全国等】皇太子妃雅子殿下、女児（敬宮愛子）を出産

平成１４年２月【宇土市】宇土・富合合併推進協議会が発足

　　　　　５月【全国等】サッカーＷ杯日韓大会が開幕

　　　　　９月【全国等】小泉首相、北朝鮮を訪問し日朝平壌宣言に署名

　　　　　１０月【宇土市】宇土雨乞い大太鼓が熊本県重要民俗文化財に指定される

　　　　　１０月【全国等】北朝鮮による拉致被害者５人が帰国

　　　　　１１月【宇土市】熊本県文化財功労者に宇土御獅子舞保存会が顕彰される

平成１５年３月【宇土市】宇土市役所がISO１４００１認証取得

　　　　　７月【宇土市】宇土マリーナで「馬門石アーティスト・イン・レジデンス」を開催

　　　　　１２月【宇土市】うと市民債を発行

５０宇土市５０年のあゆみ

～平成１１年 平成１５年

★名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
大正９年７月２７日、定府町の光国寺に生まれる。

京大文学部卒。日本女子大、東北大、国際基督教大教授、

オックスフォード大客員教授などを経て、現在東北大

名誉教授。日本思想史とくに江戸時代の思想と日本文化

論を主な研究対象に、広い視点から多くの意見を取り

入れ、資料を積み上げながら着実な研究を進め世界的

に活躍し、現役を退いた後も各地で講演やシンポジウ

ムに取り組むなど、精力的に活動している。

平成１３年日本学士院会員、平成１４年宇土市名誉市民。

日本思想史学界の大樹

　 源 　 了圓 氏　（大正９年～）
みなもと りょうえん
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宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇土土土土土土土土土土市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市制制制制制制制制制制施施施施施施施施施施行行行行行行行行行行５５５５５５５５５５００００００００００周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念事事事事事事事事事事宇土市市制施行５０周年記念事業業業業業業業業業業業

８/２２（金） 宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議宇土市子ども議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 子どもたちが１日議員に

参加者全員で記念撮影

▼

前列：教育立市子ども宣言をした
大田黒くん（右）東原さん（中）田
中くん（左）後列：議長を務めた
川口くん

　８月２２日、市制施行５０周年を記念して市議会本会議

場で「子ども議会」を開催。これは、小・中学校の代表

者が、自分たちが暮らす地域の諸問題や将来の街づくり

について、子どもの自由な発想や視点から捉えた質問や

意見を発表し、模擬市議会を体験するとともに、市とし

ても子どもたちから出された提案や要望などを今後の市

政運営に活用するために開催したものです。

　同日は、市内小・中学校の代表児童・生徒２３人が、子

ども議員として参加。子ども議員は、ごみ処理や市の観

光ＰＲなどの質問をし、市執行部が親切、丁寧に答弁し

ました。子ども議員として参加した児童・生徒は次のと

おり。（敬称略）　宮田有利子（宇土小）、源直道（宇土

小）、中山媛南子（花園小）、梶原佳志（花園小）、白波宏

野（走潟小）、宇都宮翔（走潟小）、中矢桂子（緑川小）、

重岡菜々（緑川小）、野口緋里（網津小）、芥川智裕（網

津小）、斎藤嵐（網田小）、硴塚直美（網田小）、吉田美彩

姫（宇土東）、高濱宏郁（宇土東）、大田黒滉大（鶴城中）、

釜賀光希（鶴城中）、岡崎祥子（鶴城中）、東原結花（住

吉中）、稲田達則（住吉中）、坂本成美（住吉中）、田中蒼

之（網田中）、川口泰幸（網田中）田代林史（網田中）

８/２３（土）・２４（土） 船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮浮ききききききききききききききききききききき灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯船場橋浮き灯籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠 幻想的な世界を体感

　８月２４日、「船場橋浮き灯籠」が行われ、船場川に１１

本の竹灯りと蓮の飾りを挿した３個１組の浮き灯籠５００

組（合計１,５００灯）が川面を彩りました。

　これは、船場橋周辺灯りプロジェクト実行委員会が崇

城大の協力を得て初めて行ったものです。同日、川には、

蓮の花のほかに宇土城主でキリシタン大名の小西行長に

ちなんだマリア観音や十字架の光も浮かび上がり、また、

船場川の両岸の榎や武家屋敷跡などにもライトアップさ

れ、幻想的な光のオブジェが訪れた観客を魅了しました。

　なお、同イベントは、２３日も実施予定でしたが、雨天

のため、陸上での実施となりました。

幻想的な水と灯りの
シンフォニー

８/２４（日） 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回うううううううううううううううううううううととととととととととととととととととととと歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡謡第６回うと歌謡祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭 自慢の歌声を披露

優
勝
し
た
前
田
さ
ん

　市民会館大ホールで第６回うと歌謡祭決勝大会が開

催され、「ありがとう感謝」を歌った前田孝さん（熊本

市）が６代目チャンピオンに輝きました。

　同歌謡祭は、将来はプロの歌手への登竜門になれば

と願いを込めた歌謡祭。決勝大会は、約７６０人の観客

が見守る中、７月２７日に市内外から９４組が参加した

予選会で勝ち抜いた１６組が出場し、自慢のノドを披

露しました。また、今年は、市制施行５０周年特別企画

としてゲストに歌手の門倉有希さんを迎え、従来のカ

ラオケ伴奏から５人編成の生バンドという豪華なス

テージを演出し、会場は熱気に包まれました。

　結果は次のとおり。（敬称略）

優勝　前田孝（熊本市）　２位　江良唯華（阿蘇市）３位　
永田桂佑（熊本市）　特別賞　菊池昭二（富合町）

左から優勝の前田さん、２位の江良さん、
３位の永田さん、特別賞の菊池さん
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今年は、宇土市が発足してから５０年目。市では、市制施行５０周年を

記念してさまざまな記念事業を行います。

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇土土土土土土土土土土市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市制制制制制制制制制制施施施施施施施施施施行行行行行行行行行行５５５５５５５５５５００００００００００周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念事事事事事事事事事事宇土市市制施行５０周年記念事業業業業業業業業業業業

シリーズ
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文のののののののののののののののののののののタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカプププププププププププププププププププププセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝貝塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚「縄文のタイムカプセル・轟貝塚」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

第４回（最終回）　縄文時代のアクセサリー

　貝塚を発掘すると、縄文人が生活で使っていた道具や食べたもの

が出土します。それを調べると、当時の人たちの暮らしぶりを知る

ことができます。

１．おしゃれな縄文人
　縄文人たちは、現代人に負けず劣らずおしゃれだったのでしょう

か？

　貝塚からは動物の骨や角、貝などで作られたアクセサリーが出土

します。髪には 簪 、耳には耳飾り、首にはサメの歯やイノシシのキ
かんざし

バに穴をあけ、ひもを通して首飾りにしていました。また、腕には

貝製の腕輪、腰にはシカの角などを腰飾りとして身につけていたようです。

　ただし、縄文時代のアクセサリーは、単におしゃれを楽しむものだけでは

なく、特別な意味があったと考えられています。

２．轟貝塚から出土したアクセサリー
　轟貝塚（宮庄町）からは、貝や動物の骨で作られた腕輪や簪などのアクセ

サリーが出土しました。昭和４１年の発掘調査では、両腕

に腕輪を付けたまま墓に埋葬された女性の人骨が発見さ

れています。また、簪のなかには、きれいに装飾された

ものもあり、その美的センスのよさには驚かされます。

　轟貝塚周辺に生活をしていた約６,０００年前の縄文人た

ちは、このようなアクセサリーを身にまとい、自然の恵

みにいだかれて豊かにくらしていたことでしょう。

▼

か
ん
ざ
し

貝輪

　現在、轟貝塚発掘５０

年を記念し、市立図書館

で「縄文のタイムカプセ

ル‐轟貝塚発掘５０年記念

展示会‐」を開催してい

ます（１１月１２日まで）。

　いにしえより有明海沿

岸に展開した豊かな縄文

文化を、この機会にぜひ

ご覧ください。

宇土場所スケジュール
　８：００　開場

１０：３０　序二段、三段目

　　　　　幕下取組、ちびっこ相撲

１２：４０　十両土俵入り

１２：５５　十両取組み　

１３：３０　幕内、横綱土俵入り

１３：４５　実行委員会会長　あいさつ

１４：００　幕内取組

１５：００　打出し（終了）

※内容及び時間は変更になる場合があります。

入場チケット料金
マス席　Ａ　４名様１マス　３６,０００円　

マス席　Ｂ　４名様１マス　３２.０００円　

マス席　Ｃ　４名様１マス　２８,０００円　

イス席　２階（自由席）　お１人様　４,０００円

※タマリ席、マス席Ｓ、イス席１階は完売し

ました。

チケット購入方法
受付時間　午前９時から午後５時までの平日（月～金）

①窓口予約　宇土市民体育館

②電話予約　緯瓜１９００

その他、胃やインターネットでも購入できます。

大 相 撲 宇 土 場大 相 撲 宇 土 場 所所
　市制施行５０周年を記念して、１２月２日（火）、宇土

市民体育館で「大相撲宇土場所」を開催します。

　現在、チケット好評発売中です。ぜひ、この機会に

ご来場ください。

宇土市市制施行５０周年記念事業
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内容対象者サービス名

　要介護高齢者の状態の維持・改善を図るた

め、適切な介護知識や技術、外部サービスの

適切な利用方法等を習得する教室を開催しま

す。随時広報などでお知らせします。

要介護高齢者を介護する家族

等
家族介護教室

　要介護者１人につき年額１２万円
◎日常生活において常時介護

を必要とする者を毎年９月

１日まで引き続き１年間在

宅で介護した人（過去１年

間要介護４・５程度の人）

◎入院や入所又は福祉サービ

ス等の利用日数が１年通算

して９０日以内であること。

※毎年１０月に申請を受け付

けます。今年度の申請方法

については、今月号の２４

ページに掲載しています。

家族介護慰労事業
（在宅介護手当）

地域支援事業（介護保険地域支援事業（介護保険）） その２

内容対象者サービス名

在宅の高齢者が健康で自立した生活を送るこ

とができるよう、食関連サービスの利用調整

や配食サービスを行います。（昼食・夕食を月

～土曜日実施）

１食３００円

①６５歳以上の１人暮らしの高

齢者又は高齢者のみの世帯、

②身体障がい者のみの世帯又

は身体障がい者が属する世帯

で市長が特に必要と認める人

食の自立支援事業

社会的孤立感の解消、生きがいづくり、自立

生活の助長を目的に、入浴、昼食、レクリ

エーション等を行います。（週１回まで）

１日３００円

６５歳以上の要援護高齢者で、

家に閉じこもりがちな人
ふれあいデイサービス事業

寝具類の衛生管理のため、寝具の水洗い及び

乾燥消毒を行います。（年２回以内）

費用の１割利用者負担

①１人暮らしの高齢者、②高齢

者のみの世帯で、老衰、心身の

障がい及び傷病の理由により寝

具類の衛生管理が困難な人

寝具洗濯乾燥消毒
サービス事業

急病などの緊急時に、近隣の協力員や消防署

などに通報できる機器を貸与します。

※所得に応じて負担金が異なります。

６５歳以上の１人暮らしの高齢

者等
緊急通報装置貸与等事業

日常生活の便宜を図るため、日常生活用具を

給付又は貸与します。

給付：電磁調理器・火災警報器・自動消火器

貸与：老人用電話（加入電話）

※所得に応じて負担金が異なります。

６５歳以上の要援護高齢者及び

１人暮らしの高齢者
老人日常生活用具給付等事業

高 齢 者 在 宅 福 祉 事高 齢 者 在 宅 福 祉 事 業業

電話番号所在地施設名

厩１５５５南段原町１６１－２宇土市地域包括支援センター

姥５２６６本町６丁目７在宅介護支援センターあさひコート

閏１０１０上網田町３６７７在宅介護支援センター景雅苑

表１〔地域包括支援センター及び協力機関〕

問い合せ先
市保険課　介護保険係

緯鰻１１１１（内線２１５１）

高齢者の介護予防・自立支援 サービスが充実していますサービスが充実しています！！
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高齢者の介護予防・自立支援 サービスが充実しています高齢者の介護予防・自立支援　 ！
　高齢者のみなさんが、介護が必要にならないように、また住み慣れた地域社会の中で、引き続き自

立した生活が送れるように、宇土市では次のような介護予防・自立支援サービスを行っています。

　また、地域包括支援センターやその協力機関では、高齢者や介護されている方々のさまざまな相談

に応じており、サービス利用の申請手続きのお手伝いもしています。

　身近な相談窓口として、困ったらまず地域包括支援センター又は協力機関へご相談ください。（表１

をご参照ください）

内容対象者サービス名

①「通所型」介護予防事業
　　介護予防事業に参加する人には、地域包

　括支援センターで介護予防ケアプランを作

　り、３カ月間（週１回）次のプログラムに

　参加できます。

　利用料：３００円/１回、送迎料：片道１００円

　　(１)運動器の機能向上

　　(２)栄養改善

　　(３)口腔機能向上

　　(４)認知症・うつ予防

②「訪問型」介護予防事業
　　閉じこもりがちで、通所型に参加するこ

　とが困難な人は、保健師等が訪問して介護

　予防の指導や相談を行います。

６５歳以上の高齢者で、基本

チェックリストの基準に該当

し、医療機関で生活機能評価

を受診した結果、医師から介

護予防事業への参加が望まし

いと判定された人（「特定高齢

者」といいます）

通所型（訪問型）
介護予防事業

自主的に介護予防に取り組む「お元気クラブ」（介護
予防教室）を地域で開催しています。介護予防サポー
ターと一緒に専門のスタッフが介護予防の知識や簡
単な技術を楽しく指導し、介護予防の生活化を図り
ます。
※参加費無料（老人センターは入館料１００円が必要）
※６５歳以上の方はどなたでも参加できます。
宇土地区　老人センター、大坪団地
花園地区　曽畑公民館、佐野公民館
轟地区　調整中
走潟地区　北走潟生涯学習センター
緑川地区　下新開公民館
網津地区　網津公民館、馬門公民館
網田地区　長浜福祉館、辺田目公民館、東公民館

６５歳以上の一般高齢者

介護予防教室
（お元気クラブ）

生活管理指導員（ヘルパー）が自宅を訪問し、

日常生活や買い物、掃除、洗濯等家事に対

する指導・支援を行います。（週２回まで）

３０分以上１時間未満：２０８円

１時間以上１時間３０分未満：２９１円

１時間３０分以上（３０分増すごとに）８３円

６５歳以上の要援護高齢者で、

基本的生活習慣の欠如や対人

関係が成立しない等の社会適

応が困難な人

生活管理指導員派遣事業

養護老人ホームの空き部屋を利用して生活

習慣指導や体調調整を行います。

（６カ月に１回７日間まで）

１日８３１円（食事等実費分は別）

６５歳以上の要援護高齢者で、

基本的生活習慣の欠如や対人

関係が成立しない等の社会適

応が困難な人

生活管理指導短期宿泊事業

介護用品（紙おむつ、尿取パッド）２万円以

内を現物支給します。

（給付回数は年間１回）

①介護保険法の要介護認定４、

５、又は同等の程度と認めら

れる者、②６５歳以上の在宅

高齢者、③おむつを６カ月以

上使用している人（いずれに

も該当する者を在宅で介護し

ている家族）

家族介護用品給付事業
（介護用品の支給）

地域支援事業（介護保険地域支援事業（介護保険）） その１
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囲碁同好会

募集人員　多数歓迎

　級位者で楽しんでいます。

講座日　定期　第２・４土曜日

時　間　１３：００～１７：００

場　所　中央公民館音楽室

代表者　山下　正義

連絡先　緯鰻２８７２

講座代　年間　３,０００円

「
自
主
講
座
」
参
加
者
募
集
中

　

生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を

目
的
に
、
い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
中
央
公
民
館
で
自
主
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
講
座
を
見
つ
け
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
問
い
合
せ
は
各
講
座
の
代
表
者
ま
で
。

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
うう

木犀句会

募集人員　３人程度

　毎回、皆で仲良く肩を並べて

五・七・五を楽しんでいます。

　ご入会をお待ちしています。

講座日　定期　第１・３水曜日

時　間　第１水曜日１０：００～１３：００

　　　　　　第３水曜日１３：３０～１６：００

場　所　中央公民館会議室

代表者　伊豫　久子

連絡先　緯姥０９３５

講座代　月　１,０００円

手話サークル

募集人員　５人程度

　小畑先生を講師に迎えて、み

んな和気あいあいと頑張ってい

ます。

講座日　定期　第２・４水曜日

時　間　１０：００～１２：００

場　所　中央公民館会議室

代表者　加藤　富枝

連絡先　胃鰻１７９６

講座代　月　１,５００円

グループ「わかば」（やきもの）

募集人員　１０人程度

　作陶に興味のある方、初心者

の方、歓迎します。

講座日　定期　毎週月・水曜日

　　　　第２・４土曜日

時　間　９：００～１７：００

場　所　中央公民館やきもの教室

代表者　南部　豊揮

連絡先　緯鰻４３０９

講座代　前期５,０００円

　　　　後期５,０００円

募集人員　多数歓迎

コールグレイセス（女声三部合唱）

　一緒にコーラスしませんか。

　参加をお待ちしています。

講座日　定期　第１・３・４金曜日

時　間　１０：００～１２：００

場　所　中央公民館音楽室

代表者　前田由美子

連絡先　緯鰻２２４９

講座代　月　２，０００円

　　　　（楽譜代含む）

宇土小袖句会（俳句）

募集人員　５人程度

　宇土小袖句会は自主講座に

なって１８年になります。全員楽

しい会員ばかりです。入会をお

待ちしています。

講座日　定期　第１・３水曜日

時　間　１３：３０～１６：００

場　所　中央公民館

代表者　田代　幸子

連絡先　緯鰻３７７７

講座代　月　１,０００円

自主書道教室

募集人員　５人程度

　和気あいあいで楽しくやって

います。

講座日　定期　第１・３火曜日

時　間　１０：００～１２：００

場　所　中央公民館

代表者　松舟　種雄

連絡先　緯鰻５４８２

講座代　月　１,５００円

すみれ会（やきもの）

募集人員　若干名

　初心者のグループで陶器の手作

りを楽しんでいます。やきもののこ

とは何にもわからないと諦めない

で一緒に楽しんでみませんか。

講座日　定期　毎週金曜日

時　間　９：３０～１７：００

場　所　中央公民館やきもの教室

代表者　山田　知章

連絡先　緯鰻２６２０

講座代　月　１,０００円

童謡友の会

募集人員　１０人程度

　大きな声を出して歌うことに

よって、健康に結び着くと思い

ます。

講座日　定期　第４金曜日

時　間　１３：３０～１５：００

場　所　中央公民館音楽室

代表者　堤　　政子

連絡先　緯鰻１４０６

講座代　月　３５０円

手描友禅

募集人員　３人程度

　自分の色を作る楽しみ、作品が出来上がる

楽しみ、そして、少々色落ちしたブラウスや

シャツの色を新しくすることを楽しみましょう。

講座日　定期　第１・３月曜日

時　間　９：００～１３：００

場　所　中央公民館会議室

代表者　中山多都子

連絡先　緯鰻１３８７

講座代　初回材料代１５,０００円位

　　　　月１,２００円

東京木目込人形

募集人員　５人程度

　日本の伝統文化に触れてみません

か。気品ある美しさについつい時間

を忘れ、楽しい時を過ごすことがで

きます。初心者の方でも大丈夫です。

講座日　定期　第１・３月曜日

時　間　１３：３０～１５：３０

場　所　中央公民館会議室

代表者　志垣嘉惠子

連絡先　緯姥１５８２

講座代　問い合せください



平成２０・　９（9）

オカリナフレンズ

募集人員　若干名

　哀愁をおびた、温かみのある

澄んだ音色が魅力です。まった

く吹けなかった私たちも吹ける

曲が増えてきました。

講座日　定期　第２・４火曜日

時　間　９：３０～１１：３０

場　所　中央公民館

代表者　中村　　叶

連絡先　緯鰻０９８６

講座代　月　１,５００円

宇土歌謡教室

募集人員　５人程度

　皆いい人ばかりで楽しくやっ

ています。ぜひ、お友だちとご

一緒においでください。

講座日　定期　第２・４火曜日

時　間　１３：００～１６：００

場　所　中央公民館音楽室

代表者　紫垣　博子

連絡先　緯鰻３３８６

講座代　月　２,０００円

ギター教室

募集人員　５人程度

　フォークやクラシックなど、

自分の希望に合わせて楽しく練

習しています。

講座日　定期　毎週金曜日

時　間　１９：３０～２０：３０

場　所　中央公民館会議室

代表者　田口　　剛

連絡先　緯姥３２９１

講座代　月　５,０００円

蘇山流吟詠教室

募集人員　若干名

　吟詠は、楽しく声を出す「健

康法」です。日本の伝統・文化

の一つでもある吟詠教室に気軽

に参加してみませんか。

講座日　定期　毎週土曜日

時　間　１３：００～１７：００

場　所　中央公民館会議室

代表者　堀川　　栄

連絡先　緯姥１６８５

講座代　月　２,５００円

大正琴

募集人員　５人程度

　童謡、歌謡曲、演歌を老若男

女みなさんと一緒に楽しく練習

しています。いつでも気軽に見

学においでください。

講座日　定期　第２・４月曜日

時　間　１３：００～１５：００

場　所　中央公民館大広間

代表者　土本　悦子

連絡先　緯厩３６１３

講座代　月　２,０００円

ハーモニカ愛好会

募集人員　若干名

　子どもの頃に吹いたハーモニ

カをまた始めてみませんか。初

めての方や楽譜が苦手な方も、

簡単に吹けるようになります。

講座日　定期　第２・４火曜日

時　間　１３：３０～１５：３０

場　所　中央公民館

代表者　中村　　叶

連絡先　緯鰻０９８６

講座代　月　１,５００円

謡曲　宇土喜多会

募集人員　多数歓迎

　謡曲は美しい日本語で綴られ

た「能」の詞章を謡います。伝

統文化を楽しみ、古典文学も楽

しめます。

講座日　定期　第２～４木曜日

時　間　１３：３０～１５：００

場　所　中央公民館

代表者　今村　次雄

連絡先　緯鰻０８０２

講座代　月　１,０００円

無双直伝英信流日本居合道

募集人員　５人程度

　心身の鍛錬及び人格の向上、

友愛精神の向上を目的にやさし

く指導します。６歳からＯＫで

す。

講座日　定期　毎週土曜日

時　間　１８：００～２０：００

場　所　中央公民館分館

代表者　射場　俊宏（範士９段）

連絡先　緯０９０（１５１９）７７２６

講座代　無料

ホヌ・フラスタジオ（フラダンス）

募集人員　１０人程度

　フラダンスは、社交ダンスと違

い１人で踊れるシンプルな踊りです。

子どもから高齢者まで楽しめます。

講座日　定期　第２・４金曜日

時　間　昼１３：００～１５：００

　　　　夜１９：００～２１：００

場　所　中央公民館大広間

代表者　中田　和子

連絡先　緯鰻０５０７

講座代　月　２,０００円

宇土練功教室

募集人員　多数歓迎

　中国上海で生まれた健康体操です。

複式呼吸により全身をくまなく動か

すことで、気力、体力を養っていき

ます。一度体感してみませんか。

講座日　定期　第１～４火曜日

時　間　１３：３０～１５：００

場　所　中央公民館

代表者　今村喜代子

連絡先　緯鰻０８０２

講座代　月　３,０００円

太極拳宇土教室

募集人員　５人程度

　複式呼吸をしながらストレッチ体操

で体のゆがみを取り、肩こりや、腰痛な

ど解消します。とても体が元気になりま

すよ。一度見学にいらっしゃいませんか。

講座日　定期　毎週金曜日

時　間　１０：００～１２：００

場　所　中央公民館大広間

代表者　中村　リツ

連絡先　緯鰻３５３４

講座代　月　３,５００円

健康ダンス宇土教室

募集人員　若干名

　楽しい音楽に合わせ

て、無理なく、楽しく

踊ってみませんか。

講座日　定期　第１～３木曜日

時　間　１３：３０～１５：３０

場　所　中央公民館分館

代表者　元松　武子

連絡先　緯姥０１５４

講座代　月　１,０００円
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平成２０年度後期（１０月～３月）

申込対象者　３９歳までの方　※男女問いません。（ただし募集定員を超える講座に限り、宇土市に在住または
お勤めの２９歳までの方とする場合があります）

申　込　方　法　受講料・教材費・傷害保険料（任意加入）、友の会費（５００円）を添えて勤労青少年ホームにある
申込用紙で申込んでください。９月１６日（火）から受付開始。（平日２１：００まで開館）

注　意　事　項　１０月３日（金）までに定員の２割に達しない講座は開講しません。（その場合、受講料等につい
ては後日返金します。）講座の開講日以降は理由の如何を問わず受講料の返金はしません。

　　　　　　講座予定表は勤労青少年ホームにありますのでご覧ください。

勤労青少年ホーム講座勤労青少年ホーム講座　受講生募集受講生募集

問い合せ先
市勤労青少年ホーム（市役所内）緯鰻１１１１（内線２３２１・夜間２３２３）開館時間：８：３０～２１：００（平日のみ）

茶道講座

毎週水曜１８：３０～２０：３０　２１回

　お点前をたのしみながら
常識やマナーが身につく茶
道。一緒に学んでみません

か。お抹茶は心癒されるものです。男
性の参加もお待ちしています。
受講料　６,０００円（６カ月分） 
教材費　４,０００円（６カ月分）
講　師　外井千代子　茶道裏千家教授
定　員　２０人
場　所　勤労青少年ホーム

英会話講座

　ハローからはじめる初
心者クラスです。英会話
をやってみたいと思って
いたあなた、この機会に
是非参加してみませんか。
受講料　６,０００円（６カ月分） 
教材費　３,０００円程度（テキスト代）
講　師　ハーバート・アスペビグ
定　員　１５人
場　所　勤労青少年ホーム

料理講座

　簡単で、おいしい料
理やお菓子を自分で作
れるようになりません
か。お友だちと一緒に
作りましょう。
受講料　６,０００円（６カ月分）
教材費　１０,５００円（２１回分） 
講　師　岩本美智子
定　員　２０人
場　所　勤労青少年ホーム

毎週金曜１９：００～２０：００　２１回

毎週火曜　１８：３０～２１：００　２１回

着物着付講座

毎週月曜１８：３０～２０：３０　２１回

　自分で着物を着て、出かけてみませ
んか？浴衣からおしゃれ着、礼装まで
自分に合った着付を学べます。（都合の
よい時間においでください）
受講料　６,０００円（６カ月分）
教材費　無料
講　師　永田千鶴子
定　員　１５人
場　所　勤労
　　　　青少年ホーム

エアロビクス講座

　運動不足やストレス解
消を目的として、初めて
の方でも気軽に参加でき
るレッスンです。

受講料　６,０００円（６カ月分）
教材費　無料
講　師　山中美紀
定　員　２５人
場　所　就業改善センター

テニス講座

　アットホームな中で、初心者向けに
ラケットの握りからゲームができるま
でを指導します。
受講料　無料
教材費　２,０００円（ボール代）
講　師　緒良中忠義
　　　　スポーツ指導員
定　員　２０人
場　所　市運動公園 

毎週金曜１９：３０～２０：３０　２１回

毎週火曜　１９：３０～２１：３０　２１回

華道講座

毎週木曜１８：３０～２０：３０　２１回

　伝統的ないけばなからモダ
ンなアレンジまで自由で多彩
な表現方法を学ぶことができ
ます。
受講料　６,０００円（６カ月分）
教材費　７００円（１回に付き）
講　師　田口久子
　　　　小原流一級家元教授
定　員　２０人
場　所　勤労青少年ホーム

ヨガ講座

　ヨガは呼吸と共に自分に無理の無い
動きで心と体のバランスを整えていき
ます。ストレスを解消しながら自然治
癒力を高めます。さぁ皆さんも心身の
健康の為にヨガを始めてみませんか！
受講料　６,０００円（６カ月分）
教材費　無料
講　師　田中裕子
定　員　２５人
場　所　就業改善センター

バドミントン講座

　みんな仲良く楽しい講座です。初心
者のあなたもお気軽に！ 
受講料　無料
教材費　２,０００円
　　　　（シャトル代） 
講　師　河野光弘
定　員　２０人
場　所　市民体育館

毎週水曜１９：３０～２０：３０　２１回

毎週水曜　１９：３０～２１：３０　２１回
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年金に関する問い合せ先　熊本東社会保険事務所　緯０９６（３６７）２５００
　　　　　　　　　　　　市民年金係　緯鰻１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

あなたも国民年金を増やしませんか？
付加保険料を納付しませんか？

　老後により多くの年金を受けたいと考えている方のために付加年金制度があります。

　これは、毎月の国民年金保険料（平成２０年度は１４,４１０円）に付加保険料を上乗せし

て納付すると付加年金が老齢基礎年金に上乗せして支給されるしくみです。厚生年金な

どの被保険者年金制度に加入している方は報酬によって保険料や給付額が増減しますが、

自営業やフリーで仕事をしている方など第１号被保険者の場合保険料と給付（老齢基礎

年金）額が定額となっています。

熊本東社会保険事務所　出張相談

熊本東社会保険事務所の職員と社会保険労務士による年金相談・ねんきん特別便についての出張相談を行っています。

期日　９月１６日（火）　１０月２１日（火）　１１月１８日（火）時間　午前１０時～午後３時　会場　市福祉センター２階

付加保険料の額は定額
　付加保険料額は１カ月４００円です。付加保険料を納入できるのは国民年金１号被保険者または任意加入の

被保険者の方です。保険料の免除または納付猶予を受けている方や国民年金基金に加入の方は付加保険料を

納めることはできません。

　付加年金額の計算は、次のとおりです。

年金額＝２００円×付加保険納付月数（６５歳から老齢基礎年金を受給する場合）

　つまり、保険料月額４００円に対して年金額は２００円ですから、１年間付加保険料を納入した場合、６５歳か

ら年金を受け取るとして、２年間で付加保険料相当分の年金を受け取る計算になります。

　なお、付加年金は、老齢基礎年金の受給権を得た月の翌月から支給されます。老齢基礎年金を６５歳より前

に繰り上げ受給または６６歳より後に繰り下げ受給する場合には、付加年金額も老齢基礎年金の減額率・増額

率に応じて減額・増額されます。

これから国民年金を受けようとしている６０歳以上　６５歳未満の方へ
　国民年金の老齢基礎年金額は、満額で７９２、１００円（平成２０年度）ですが、これを受け取

るためには、２０歳から６０歳までの４０年間（４８０月）の国民年金保険料を完納しなければな

りません。

　昭和６１年３月以前のサラリーマン世帯の専業主婦や平成３年３月以前の学生については、国民年金に加入

するかどうかは、ご本人の意思で決められていました。国民年金に加入していなかった期間や、やむ得ない

事情により国民年金保険料を納められなかった期間は、それに応じて年金額も少なくなります。

　このため国民年金には、ご本人の申し出により、“６０歳～６５歳”の５年間、保険料を納めることで６５歳

から受け取れる老齢基礎年金を増やすことができる［任意加入制度］があります。

国民年金の任意加入の対象者は？（老齢基礎年金を増やしたい方など）
　つぎの①～③のすべての条件を満たした方が〔任意加入〕の対象者となります。

　①国内に住所を有する６０歳以上６５歳未満の方

　②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方

　③２０歳から６０歳までの年金保険料の納付月数が４８０未満の方

毎月の保険料はいくら？
　国民年金保険料は月額１４,４１０円（平成２０年度）です。保険料は前払いにより前納制度もあります。

（保険料の納付方法は原則口座振替になります。）
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　『心ゆたかな環境創造の宇土市』をめざし、市では市環境基本条例

制定やＩＳＯ１４００１の取得など環境重視の政策を行っています。市民

の皆さんと一緒に環境問題について共通の理解を深めるために、今号

は年次報告書（環境白書）の概要についてお届けします。

問い合せ先　市環境課環境政策係　緯鰻１１１１（内線２８２１）

年
次
報
告
書
（
環
境
白
書
）
Ｎ
Ｏ
５

　
こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
に
的
確

に
対
処
し
、
わ
た
し
た
ち
が
将
来

に
向
か
っ
て
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
な
社
会
を
形
成

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
、
市
民
、

事
業
者
及
び
民
間
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
本
市
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
視
点

か
ら
計
画
的
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
宇
土
市

環
境
基
本
計
画
は
、
本
市
に
お
け

る
今
後
の
環
境
の
保
全
と
創
造
に

関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

策
定
す
る
も
の
で
す
。

（
３
）
計
画
の
役
割
　
宇
土
市
環

境
基
本
計
画
は
、
環
境
行
政
の
指

針
と
な
る
も
の
で
次
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す

る
長
期
目
標
及
び
総
合
的
な
施
策

の
大
綱
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

②
宇
土
市
総
合
計
画
、
宇
土
市
国

土
利
用
計
画
、
宇
土
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
先
行
諸
計

画
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
と
創

造
に
関
す
る
視
点
か
ら
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
基
本
的
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

③
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す

る
施
策
を
、
市
、
市
民
、
事
業
者

及
び
民
間
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
の
も
と
で
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

宇
土
市
環
境
基
本
条
例
で
定
め
ら

れ
た
市
、
市
民
及
び
事
業
者
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
基
づ
き
、
具
体
的

目
標
毎
に
、
民
間
団
体
を
含
め
た

各
主
体
の
行
動
例
を
示
し
ま
す
。

④
計
画
の
推
進
体
制
や
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
関
す
る
諸
施
策
の

到
達
水
準
を
明
ら
か
に
す
る
等
環

境
基
本
計
画
の
進
行
管
理
の
体
系

を
示
し
ま
す
。

（
４
）
計
画
の
構
成
　
本
計
画
の

構
成
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
章
　
環
境
基
本
計
画
の
基
本

的
事
項
、
第
２
章
　
宇
土
市
の
環

境
の
現
状
と
課
題
、
第
３
章
　
計

画
の
目
指
す
も
の
、
第
４
章
　
環

境
施
策
の
展
開
と
主
体
別
の
役
割
、

第
５
章
　
重
点
的
取
り
組
み
、
第

６
章
　
地
域
別
の
環
境
配
慮
、
第

７
章
　
計
画
の
推
進
と
進
行
管
理

２
．
計
画
の
進
捗
状
況

（
１
）
施
策
方
策
　
本
計
画
に
お

い
て
は
、
宇
土
市
の
将
来
の
望
ま

し
い
環
境
像
実
現
に
向
け
て
、
４

つ
の
長
期
目
標
と
、　

の
基
本
方

１６

針
に
つ
い
て
、
市
が
講
じ
る
環
境

施
策
の
方
針
及
び
個
別
施
策
、
市

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
主
体
（
市
、

市
民
、
事
業
者
及
び
民
間
団
体
）

の
行
動
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
環
境
目
的
・
目
標
及
び
環
境

管
理
実
施
計
画
進
捗
状
況
　
平
成

　
年
度
に
お
け
る
長
期
目
標
別
環

１８境
基
本
計
画
に
沿
っ
た
環
境
施
策

進
捗
状
況
（
市
の
行
動
例
に
基
づ

く
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
み
ん
な
で
環
境
に
つ
い
て
学
び

考
え
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て

総
項
目
数
　
に
対
し
て
達
成
数
が

２１

　
、
未
達
成
数
が
２
、
現
時
点
で

１１評
価
で
き
な
い
も
の
が
８
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
育
む
安
心
な
く
ら
し

と
豊
か
な
文
化
と
水
の
ま
ち
」
の

実
現
に
む
け
て　

総
項
目
数
　
に
６４

対
し
て
達
成
数
が
　
、
未
達
成
数

４６

が
　
、
現
時
点
で
評
価
で
き
な
い

１２
も
の
が
６
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
育
む
豊
か
な
自
然
が

息
づ
く
山
と
川
と
海
の
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て　

総
項
目
数
　
に
３０

対
し
て
達
成
数
が
　
、
未
達
成
数

１９

が
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１１

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
資
源
循
環

の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て　

総

項
目
数
　
に
対
し
て
達
成
数
が
　
、

４２

２９

未
達
成
数
が
　
、
現
時
点
で
評
価

１０

で
き
な
い
も
の
が
３
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
達
成
数
が
向
上
す
る

よ
う
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
号
で
平
成
　
年
度
版
年
次
報

１９

告
書
（
概
要
）
の
公
表
は
終
了
で

す
。

　
今
回
の
環
境
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

第
５
回
目
と
し
て
、
平
成
　
年
度

１９

版
（
平
成
　
年
度
デ
ー
タ
）
年
次

１８

報
告
書
の
第
９
章
の
概
要
を
公
表

し
ま
す
。
詳
細
な
掲
載
内
容
及
び

デ
ー
タ
は
、
環
境
課
及
び
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
の
閲
覧
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
９
章　

環
境
行
政

１
．
環
境
基
本
計
画

（
１
）
計
画
の
概
要
　
環
境
基
本

計
画
で
は
、
望
ま
し
い
環
境
像
と

し
て
「
次
世
代
に
責
任
の
持
て
る

地
域
環
境
を
み
ん
な
で
創
る
ま
ち

宇
土
市
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
本
計
画
の

実
施
主
体
と
な
る
市
、
市
民
、
事

業
者
及
び
民
間
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
環
境
力（
環
境
情
報
・

環
境
意
識
の
共
有
及
び
各
主
体
間

の
連
携
を
包
括
し
た
力
）
を
育
み

各
主
体
が
環
境
の
保
全
及
び
創
造

に
つ
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
計
画
策
定
の
背
景
　
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
問
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
法
規

制
に
よ
る
特
定
の
発
生
源
対
策
だ

け
で
は
不
十
分
と
な
り
ま
し
た
。
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「いくつになっても輝き続けるために」

〜
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
店
番
」
〜

　
ぼ
く
の
う
ち
は
八
百
屋
だ
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

　
お
父
さ
ん
の
元
気
な
声
が
響
く
。

　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
座
っ
と
い

て
く
だ
さ
い
。」

　
気
づ
か
う
お
母
さ
ん
の
声
が
聞

こ
え
る
の
も
、
い
つ
も
の
こ
と
。

で
も
、
な
ん
だ
か
最
近
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
元
気
が
な
い
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
！
」

　
学
校
か
ら
帰
る
と
、
な
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
。

　「
あ
れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
一

人
？
」

　「
み
ん
な
配
達
に
行
っ
と
る
よ
。

今
日
は
白
菜
が
き
れ
い
で
す
よ
。

は
い
、
あ
り
が
と
う
。」

　
い
つ
も
と
違
う
イ
キ
イ
キ
し
た

表
情
。
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
だ
け

ど
、
き
ち
ん
と
野
菜
を
包
ん
で
、

お
金
を
受
け
取
る
。
お
客
さ
ん
も
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
野
菜
を
選
ん
で
い
く
。

　「
よ
か
れ
と
思
っ
て『
休
ん
で
く

だ
さ
い
』
っ
て
言
っ
て
い
た
け
ど
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
、
楽

し
み
を
奪
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
も

の
か
も
ね
ぇ
。」

　
い
つ
の
間
に
か
帰
っ
て
き
て
い

た
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
、
明

る
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
見

な
が
ら
話
し
て
い
た
。

齢
者
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
も
、

本
人
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
の
人
の
人
権
を
尊
重

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
人
は
年
を
と
り
ま
す
が
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
、
意
欲
と
能
力
に

応
じ
て
活
動
し
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
は
誰
も
が
望
む
こ
と

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
人
生
の
先
輩
で
あ

り
、
社
会
を
支
え
て
き
た
高
齢
者

に
対
し
尊
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、
そ

の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切

①
あ
る
日
の
出
来
事

　
誰
で
も
年
を
と
る
と
心
身
の
機

能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
人
は
一
人
ひ
と
り
同
じ

で
は
な
く
、
体
力
や
判
断
の
低
下

の
度
合
い
も
人
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。

　
年
齢
だ
け
で
「
高
齢
者
は
○
○

だ
」
と
決
め
つ
け
る
固
定
的
な
思

い
込
み
が
、
誤
解
や
偏
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
逆
に
「
高
齢
者
に
そ
ん

な
こ
と
を
さ
せ
て
…
」
な
ど
と
高

②
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
へ
の
虐
待
や
施
設
で
の

不
適
切
な
身
体
拘
束
の
ほ
か
、
不

動
産
や
預
貯
金
が
知
ら
な
い
間
に

処
分
さ
れ
た
り
、
高
額
な
商
品
購

入
契
約
を
結
ば
さ
れ
る
悪
徳
商
法

に
よ
る
被
害
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
記
憶
力
や
判
断
力
の
低

下
し
た
認
知
症
高
齢
者
が
被
害
に

遭
い
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

③
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
、

そ
の
他
に
ど
ん
な
こ
と
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（熊本県人権センター啓発資料から抜粋）

認知症と認知症とはは認知症とは

●早期発見・早期診断が大切

　一見、認知症に見えても、実際にはそ

うでない場合もあります。本当に認知症だ

と診断されても、発症の原因に応じた、

適切な治療やケアを受けることにより認知症の進行を

遅らせることもできます。

　早めに、専門医の診断を受けることが大切です。

●「認知症の本人に自覚はない」は間違いです

　認知症ではないか、という不安は健康な人の想像を

絶するものです。誰よりも一番心配、苦しい、悲しい

のは当事者本人です。

●認知症は、単なる「もの忘れ」と違い「病気」

　単なる「もの忘れ」と違い、あった事実そのものを

忘れる、脳の障がいが原因でおこる脳の病気です。
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ＶＯＬ．1

国民健康保険国民健康保険をを チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチ ェ ッ クククククククククククククククククククククク

域 く の 点
地 づ り 拠 わたしたちの公民館

問い合せ先講　師内　容日　時講座別公民館名

姥２８７７

（月・水・金午前中）
園村トシ子さん手芸講座１０月１０日（金）１３：００～生涯学習走潟

姥２８７８

（月・水・金午前中）

中山眞知子さん書道教室
９月１７日（水）１０月１日

（水）１０：００～
生涯学習

轟
宇土市地域包括支

援センター職員

高齢者を狙った悪徳商

法の実際
９月２４日（水）１０：００～成人

宇土市地域包括支

援センター職員
高齢者の介護と人権 ９月２５日（木）２０：００～成人

閏１１１１

（網田支所）
堀川幸彦さんフォークソング教室９月２１日（日）１３：００～生涯学習網田

※　電話での問い合せは市中央公民館　緯鰻０３２５でも行っています。

各地区公民館では成人講座・生涯学習講座を下記の日程で実施しています。　近くの公民館で参加しませんか。

問い合せ先　市保険課国民健康保険係　緯鰻１１１１（内２１６４・２１６７）

　国民健康保険は、病気やケガに備えて加入者が保険税を納め、万一の時の医療費などにあてる「助け合

い」の制度です。皆さんにもっと理解を深めていただくために今月号から５回にわけて国民健康保険制度

について紹介します。

※その他の注意事項　国民健康保険は強制加入の制度です。国民健康保険の適用対象となる方は必ず加入

し、決められた保険税を納めなければなりません。

国民健康保険制度について

　職場の健康保険又は後期高齢者医療制度に加入している人、生活保護を受け

ている人を除いて、すべての人が国民健康保険に加入します。国保に加入する人

国民健康保険に加入するときや、やめるときは、１４日以内に

市役所に届け出てください。国保に加入するとき・やめるとき

国保に加入するとき

・お店などを経営している自営業の人

・農業・漁業を営む人

・パート・アルバイトなどで職場の健康保険に加

入していない人

・他の市区町村へ転出するとき

・職場の健康保険に加入したとき

・職場の健康保険の被扶養者になったとき

・国保の被保険者が死亡したとき

・生活保護を受け始めたとき

・後期高齢者医療制度の被保険者となったとき

－届出が遅れると－

①他の健康保険に加入した日以後に、宇土市の

保険証を使って医療を受けた場合は、その医

療費を市へ返還することになります。

②他の健康保険料と国民健康保険料を二重払い

することになります。

国保をやめるとき

・退職して職場の健康保険をやめた人とその家族

・外国人登録をしている外国人の方で、入国時に出

入国管理および難民認定法の規定により、決定

された入国当初の在留期間が１年以上である方。

・他の市区町村から転入したとき

　（職場の健康保険に加入していない場合）

・職場の健康保険をやめたとき

・職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

・子どもが生まれたとき

・生活保護を受けなくなったとき

－届出が遅れると－

　保険料は届け出をした日からで

はなく、国保の資格が生じた月ま

でさかのぼって納めなければなり

ません。
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　市では、語学力の向上と国際感覚を養うことなどを目

的に、各幼稚園・保育園・小・中学校へさまざまな国籍

を持った先生方を派遣しています。

　今号では、市内で子どもたちと一緒に英語に親しんで

いる先生を紹介します。新しい外国語指導助手の先生が着任しました

elcome to ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ ＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵto 

ようこそ　うとしへ

出　　身　アメリカ　モンタナ州
担　当　校　鶴城中、緑川小
自己ＰＲ　　私はケンタッキー州のセンター大学で、近代語学科（フランス語とド

イツ語と日本語を少し）と演劇を勉強しました。趣味は音楽と読書です。

その他に、歌うこと、ピアノ・チェロを弾くことが大好きです。水泳と

フリスビーにも興味があります。

　私はアメリカ　モンタナ州の出身ですが、モンタナ州は熊本県と姉妹

都市の協定を結んでいます。私も熊本とこれまで交流があり、熊本の大

学生をホームステイで受け入れたり、昨年は熊本に来ました。ですので、

また熊本に来ることができて本当に嬉しく思っています。

　　　　　　宇土の小学校、中学校で子ども達に教える仕事や、日本や宇土の文化

をたくさん学ぶことをとても楽しみにしています。どうぞよろしくお願

いします。そして、日本語の会話と漢字がもっと上手になりたいと思っ

ていますので、皆さん、私に日本語と熊本弁を教えてください！

 Talia 　 Harris 
ターリア ハリス

氏名　 Leonardo 　 Collado 
レオナルド コヤード

出身　ベネズエラ
担当　市内保育園

氏名　 Croydon 　 Gaskell 
クロイドン ガスケル

出身　ニュージーランド
担当　花園小、走潟小、

市内幼稚園

氏名　 Evan 　 Leonard 
エヴァン レオナルド

出身　アメリカ
担当　宇土小、花園小
　　　宇土東小
年数　４年目

一緒に楽しく英語

を学びましょう

氏名　 Suzanne 　 Lee 
スーザン リー

出身　アメリカ　
担当　宇土小、網田小、

鶴城中、網田中
年数　３年目

氏名　 Theodore    Wysor 
セオドール ワイザー

出身　アメリカ
担当　網津小、鶴城中
　　　住吉中
年数　２年目

公共工事等入札結果の公表

入札の経緯については、市財政課で閲覧することができます。問い合せ先　市財政課契約管財係　緯鰻１１１１（内線２２３２）

工　　　期指名
業者数落　札　業　者予定価格（税込）

落札額（税込）件　　　　名入札月日

Ｈ２０.　７.２９～Ｈ２０.　９.１６１０珂明星
１０,５７７,０００

１０,０２６,４５０
平成２０年度　境目団地解体工事

 ７.２２
Ｈ２０.　７.２４～Ｈ２０.１２.　３１２

アジアエンヂニア

リング珂熊本支店
１３,６００,０００

１２,３９０,０００

汚水７３６号潟枝線工事に伴う測量設計業務

委託

Ｈ２０.　８.１２～Ｈ２０.１２.１５１８グリーン工業珂
８,８５６,０００

８,２９５,０００
汚水４２‐１号宇土駅周辺地区管渠築造工事

 ８.　５

Ｈ２０.　８.１２～Ｈ２０.１０.１０　６轟造園
２,０４７,０００

１,９８４,５００
平成２０年度　栗崎地区水路改修工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.　９.２４　８禍熊本電建
６９４,３５４

６８２,５００
平成２０年度馬門地区農道舗装工事

Ｈ２０.　８.１２～Ｈ２１.　３.１３１３正垣機械工業禍
１７,９６０,０００

１５,７５０,０００

平成２０年度　適正化事業松原排水機場改修

工事

Ｈ２０.　８.１２～Ｈ２０.　９.１２　７珂翔陽開発
１,５２７,０００

１,４５５,３００
平成２０年度　地籍図根点保護工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.　９.２２１１山口工業珂
７２７,４５８

７０３,５００
戸口１５号線側溝補修工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.　９.１６　６上村鉄工建設禍
５５６,７７５

５１７,９２７
善道寺地区側溝補修工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.１０.１０　６珂村上産業
１,２７８,５３２

１,２４４,２５０
上松山２号線道路補修工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.　９.２４　６上村鉄工建設禍
８９１,５９９

８６６,９２６
古保里・立岡３号線道路側溝補修工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.１０.１０　８禍佐藤工務店
１,１８９,６６３

７８７,５００
網津地区交通安全施設設置工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.　９.　５　７
共栄環境開発珂熊
本支店

８１６,１７３

７３５,０００
新町三丁目水路浚渫工事

Ｈ２０.　８.　７～Ｈ２０.１２.１９１１旭測量設計珂
５,２３６,０００

３,８８５,０００
宇土市公共下水道事業基本計画策定業務委託

（単位：円）
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ううとと地蔵まつ地蔵まつりり

３６３６００年も前から続く伝統の夏祭年も前から続く伝統の夏祭りり

造
り
物
表
彰

【
一
般
の
部
】

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
　
恐
竜
（
本
町
４
丁

目
）

金
賞
　
鷲
（
城
之
浦
１
区
）
、
市
制
　
周
５０

年
小
西
行
長
と
宇
土
や
ぐ
ら
（
新
町

１
丁
目
）
、
新
東
京
タ
ワ
ー（
本
町
３

丁
目
） 

銀
賞
　
宇
土
の
御
獅
子
舞
（
城
之
浦
１

区
）、
蘇
え
る
宇
土
城
（
本
町
２
丁

目
）
、
市
制
施
行
　
周
年
記
念
　
大

５０

相
撲
宇
土
場
所
　
横
綱
の
土
俵
入
り

（
本
町
４
丁
目
）
つ
る
の
舞
（
本
町
４

丁
目
）、
ぼ
く
ら
の
夢
（
鶴
城
中
学

校
）

銅
賞
　
世
界
遺
産
　
白
川
郷
（
本
町
１

丁
目
）、
メ
ジ
ロ
と
ア
ジ
サ
イ
、
（
城

之
浦
１
区
）、
ゆ
う
れ
い（
本
町
１
丁

目
）
、
か
ま
く
ら
（
本
町
２
丁
目
）、

ス
ト
ッ
プ
ザ
温
暖
化（
本
町
１
丁
目
）
、

本
町
１
丁
目
の
ふ
れ
あ
い
動
物
園

（
本
町
１
丁
目
）
、
ど
う
な
る
荒
瀬
ダ

ム
（
新
町
１
丁
目
）、
あ
ら
し
の
よ
る

に
（
本
町
３
丁
目
）、
か
ぐ
や
姫
（
本

町
１
丁
目
）、
カ
ン
フ
ー
パ
ン
ダ
（
本

町
６
丁
目
）

佳
作
　
桃
太
郎
誕
生
（
本
町
１
丁
目
）、

魚
（
本
町
３
丁
目
）
、
ふ
く
ろ
う
（
本

町
６
丁
目
）
、
マ
ッ
ハ
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｇ

Ｏ
（
本
町
５
丁
目
）
、
ま
り
も
っ
こ
り

（
城
之
浦
１
区
）

ア
イ
デ
ア
賞
　
メ
ジ
ロ
と
ア
ジ
サ
イ
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（
城
之
浦
１
区
）
、
世
界
遺
産
　
白
川

郷
（
本
町
１
丁
目
）
、
ゆ
う
れ
い
（
本

町
１
丁
目
）

技
術
賞
　
メ
ジ
ロ
と
ア
ジ
サ
イ
（
城
之

浦
１
区
）
、
世
界
遺
産
　
白
川
郷（
本

町
１
丁
目
）
、

ゆ

う

れ

い

（
本
町
１
丁

目
）

【
子
ど
も
の
部
】

一
席
　
『
願
』

（
ひ
か
り
保

育
園
）

二
席
　
み
ん
な

だ
い
す
き
ジ

ブ
リ
ワ
ー
ル
ド（
網
津
保
育
園
）、
地

球
が
あ
ぶ
な
い
　
ま
っ
た
な
し
（
宇

土
東
保
育
園
）

三
席
　
ク
ジ
ャ
ク
（
宇
土
東
小
学
校
）、

エ
コ
お
ば
け
（
網
津
学
童
ク
ラ
ブ
）
、

ツ
ル
（
宇
土
東
小
学
校
）

参
加
賞
　
行
け
行
け
！
未
来
の
た
め
に

鎧
（
宇
土
東
学
童
ク
ラ
ブ
）

☆
協
賛
各
賞

熊
日
賞
　
９
作
品

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
　
　
作
品

１３

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
　
８
作
品

市
料
飲
旅
館
業
同
業
組
合
賞
　
８
作
品

宇
土
市
商
店
会
賞
　
８
作
品

宇
城
青
年
会
議
所
賞
　
３
作
品

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
宇
土
賞
・

サ
ン
コ
ー
賞
・
ジ
ャ
ス
コ
賞
・
パ
ス

カ
ワ
ー
ル
ド
賞
　
２
作
品

※
各
賞
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先

　
市
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係

　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
６
）

ひかり保育園の見事な作品

　
８
月
　
、　

日
の
両
日
、
肥
後
三
大
夏
祭
り
の

２３

２４

ひ
と
つ
宇
土
市
市
制
施
行
　
周
年
記
念
「
う
と
地

５０

蔵
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
市
街
地
一
帯
は
、
子

ど
も
た
ち
が
た
た
く
鉦
の
音
と
と
も
に
、
露
店
が

立
ち
並
び
浴
衣
姿
の
若
者
や
家
族
づ
れ
で
夜
遅
く

ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　
日
、
一
般
・
子
ど
も
造
り
物
、
写
真
や
絵
画
、

２３
木
目
込
人
形
・
戸
塚
刺
し
ゅ
う
・
陶
芸
・
能
面
・

手
描
友
禅
・
木
工
芸
・
水
墨
画
の
展
示
、
円
応
寺

地
獄
極
楽
絵
図
の
開
帳
な
ど
で
ス
タ
ー
ト
。
市
民

会
館
で
は
、
自
衛
隊
八
特
太
鼓
演
奏
会
や
宇
土
市

民
吹
奏
楽
団
が
演
奏
を
披
露
す
る
と
、
集
ま
っ
た

聴
衆
は
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
の
夜
空
を
約
３
０
０
０
発
の
花
火
が
鮮
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

　
翌
　
日
は
、
市
民
会
館
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、

２４

ち
び
っ
こ
太
鼓
や
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保
存
会
青

年
部
と
市
互
助
会
舞
踊
部
が
「
新
伝
承
・
宇
土
太

鼓
　
」
を
披
露
し
、
詰
め
か
け
た
観
客
を
魅
了
し

２６
ま
し
た
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
民
踊
パ

レ
ー
ド
で
は
、　

団
体
約
９
０
０
人
の
踊
り
手
が
、

１６

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
市
民
会
館
前
の
通
り
で
熱

気
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
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第　

回
宇
土
市
地
蔵
ま
つ
り

１７

　
　
　
　
　
　

少
年
野
球
九
州
大
会

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
た
「
宇

１７

土
市
地
蔵
ま
つ
り
少
年
野
球
九
州

大
会
」（
宇
土
市
軟
式
野
球
連
盟
主

催
、
岩
本
 
海
会
長
）
が
８
月
　２４

日
か
ら
　
日
ま
で
の
３
日
間
、
市

２６

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
立
岡
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ
れ
、

熊
本
・
沖
縄
・
鹿
児
島
・
福
岡
・

佐
賀
・
大
分
・
山
口
の
各
県
か
ら

　
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

４４　
同
大
会
は
、
当
初
　
日
に
初
日

２３

を
迎
え
る
予
定
で
し
た
が
、
雨
天

の
た
め
、
順
延
。　

日
に
市
運
動

２４

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
会
式
を
行

い
、
選
手
を
は
じ
め
監
督
や
保
護

者
ら
約
１
５
０
０
人
が
一
堂
に
集

い
、
選
手
た
ち
が
堂
々
と
入
場
行

進
し
ま
し
た
。

　
岩
本
会
長
が
「
今
年
は
、
宇
土

市
市
制
　
周
年
を
迎
え
る
記
念
大

５０
廣

会
で
す
。
交
流
と
親
睦
も
深
め
な

が
ら
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
田

口
信
夫
市
長
は
「
野
球
を
と
お
し

て
、
人
間
形
成
の
場
に
す
る
と
と

も
に
友
情
の
輪
を
広
め
る
機
会
に

し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
、
思
い
出
に
残

る
大
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

昨
年
優
勝
し
た
浦
添
タ
イ
ガ
ー
ス

の
伊
良
部
渉
太
主
将
が
力
強
く
選

手
宣
誓
し
開
幕
し
ま
し
た
。

　
宇
土
市
か
ら
は
「
宇
土
リ
ト
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」「
宇
土
チ
ャ
イ
ル

ド
」「
走
潟
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」「
網

津
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」「
宇
土
イ
ー

ス
タ
ー
ズ
」
の
５
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
九
州
各
県
の
強
豪
チ
ー
ム
と

白
熱
し
た
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

２００８うと地蔵まつり協賛

　８月から９月下旬にかけて２１種目のス

ポーツ競技が行われ、約５，０００人もの参

加者を集め賑わいます。

　各種目の結果は次のとおり

スポーツ大会

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
【
赤
１

～
８
組
】
杉
山
嘉
子
（
網
田
）
、【
青

　
～
　
組
】
池
田
明
義
（
宇
土
）
、

１１

１８

【
黄
　
～
　
組
】
園
田
美
恵
子
（
花

２１

２８

園
）、
【
緑
　
～
　
組
】
上
村
重
之

３１

３８

（
花
園
）

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ　

一
郡
正
二

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
【
団
体
Ａ
ラ

ン
ク
】
白
山
ク
ラ
ブ
、【
団
体
Ｂ
ラ

ン
ク
】
水
俣
、
【
団
体
Ｃ
ラ
ン
ク
】

手
取
ク
ラ
ブ

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
【
総
合
優
勝
】

雁
回
山
チ
ー
ム
、【
１
コ
ー
ト
１

位
】
竹
村
チ
ー
ム
、【
２
コ
ー
ト
１

位
】
山
﨑
チ
ー
ム
、【
３
コ
ー
ト
１

位
】
井
﨑
チ
ー
ム

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
【
一
般
男
子

の
部
】
北
岡
・
境
（
山
鹿
）【
一
般

女
子
の
部
】
、
宮
崎
・
清
本
（
松
橋

ク
ラ
ブ
）

▽
卓
球　
【
小
学
生
男
子
の
部
】

井
上
晶
斗
（
城
山
ひ
の
く
に
ジ
ュ

ニ
ア
）、
【
小
学
生
女
子
の
部
】
牛

嶋
聖
羅
（
城
山
ひ
の
く
に
ジ
ュ
ニ

ア
）、
【
中
学
生
男
子
の
部
】
上
村

慶
哉
（
城
山
ひ
の
く
に
ジ
ュ
ニ
ア
）、

【
中
学
生
女
子
の
部
】
薮
田
奈
津

美
（
城
山
ひ
の
く
に
ジ
ュ
ニ
ア
）
、

【
一
般
男
子
の
部
】
熊
井
建
二
（
宇

土
鶴
城
中
）
、
【
一
般
女
子
の
部
】

竹
原
侑
花
（
尚
絅
高
校
）

▽
弓
道　
【
団
体
戦
学
生
の
部
】

八
代
高
校
、
【
団
体
戦
一
般
の
部
】

Ｙ
Ｋ
Ｋ
、【
個
人
戦
学
生
の
部
】
佐

藤
友
美
（
最
弱
）、
【
個
人
戦
一
般

の
部
】
吉
川
真
理
子
（
ま
り
ま
り

こ
う
み
）

▽
剣
道　
【
小
学
生
の
部
】
西
山

地
区
少
年
剣
道
育
成
会
、【
中
学
生

の
部
】
大
津
中
学
校
Ａ

▽
サ
ッ
カ
ー　
【
小
学
４
年
生
の

部
】
サ
ウ
タ
ー
ル
、【
小
学
５
年
生

の
部
】
サ
ウ
タ
ー
ル
、【
小
学
６
年

生
の
部
】
サ
ウ
タ
ー
ル
、【
女
子
の

部
】
ビ
エ
ン
ト
山
鹿
、【
中
学
１
年

の
部
】
鶴
城
中
Ｄ
、【
中
学
２
年
生

の
部
】
住
吉
中

▽
柔
道　
【
保
･
幼
の
部
３
人
抜

優
勝
者
の
み

順
不
同
、
敬
称
略
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宇土リトルファイターズ 宇土チャイルド走潟少年野球クラブ

宇土イースターズ選手宣誓 網津少年野球クラブ

堂々と入場行進

　
宇
土
市
内
の
チ
ー
ム
で
上
位
に

進
出
し
た
の
は
宇
土
イ
ー
ス
タ
ー

ズ
と
走
潟
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
。

　
走
潟
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
３

回
戦
で
惜
敗
し
た
も
の
の
宇
土

イ
ー
ス
タ
ー
ズ
は
、
順
調
に
勝
ち

上
が
り
、
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し

た
。
準
決
勝
で
は
、
乙
女
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
（
甲
佐
町
）
に
惜
敗
し

た
も
の
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力

を
十
分
に
証
明
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
勝
　
川
崎
ド
リ
ー
ム
ズ

　
　
　（
福
岡
県
田
川
郡
）

２
位
　
乙
女
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　（
甲
佐
町
）

３
位
　
西
合
志
南
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　（
合
志
市
）

３
位
　
宇
土
イ
ー
ス
タ
ー
ズ

　
　
　（
宇
土
市
）

き
】
田
中
梨
里
花（
小
川
）
、
青
木

謙
太
（
合
志
）
、【
小
学
１
年
の
部

３
人
抜
き
】
　
木
村
大
介
（
木
村
）、

山
本
朝
日
（
文
政
）
、【
小
学
２
年

の
部
３
人
抜
き
】
千
原
真
凛
（
秀

光
塾
）、
赤
星
翔
（
城
南
）、
大
津

信
人（
深
水
）、
久
保
晴
人（
小
川
）、

吉
川
幸
志
（
城
南
）
、
松
永
大
陽

（
文
政
）
、【
小
学
３
年
の
部
３
人
抜

き
】
中
島
丈
斗（
深
水
）、
志
土
地

亜
須
加
（
創
心
館
）、
塚
本
綾
（
一

心
館
）
、
星
田
大
希
（
文
政
）、【
小

学
４
年
の
部
３
人
抜
き
】
元
田
崚

介（
創
心
館
）
、
塔
本
葵
葉
（
小
川
）
、

境
辰
五
郎
（
一
心
館
）
、【
小
学
５

年
の
部
３
人
抜
き
】
濱
本
直
樹

（
文
政
）
、【
小
学
６
年
の
部
３
人
抜

き
】
菊
池
恭
嘉（
合
志
）、
松
田
涼

太
郎
（
文
政
）、
林
田
優
（
豊
心
）、

松
川
勇
太
（
豊
心
）
、【
中
学
女
子

　
茜
】
高
濱
佑
圭
（
松
橋
）、
【
中

－５５学
女
子
　
茜
】
永
野
詩
織
（
天
明
）、

＋５５

【
中
学
男
子
　
茜
】
内
山
泰
成
（
松

－５５

橋
）
、
【
中
学
男
子
　
茜
】
宮
本
浩

－６５

行
（
天
明
）、
【
中
学
男
子
　
茜
】

＋６５

長
谷
河
雅
也
（
松
橋
）、【
中
学
団

体
戦
】
天
明
中
Ａ

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

宇
土
地
区

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
【
小
学

生
男
子
の
部
】
宇
土
東
小
、【
小
学

生
女
子
の
部
】
富
合
小

▽
四
半
的
弓
道
　
【
団
体
戦
の
部
】

熊
本
Ａ
、【
個
人
戦
の
部
】
早
田
茂

（
延
岡
）

▽
テ
ニ
ス　
【
Ａ
ク
ラ
ス
】
吉
鶴

優
・
稲
田
千
明
（
八
代
グ
リ
ー
ン
）、

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】
平
川
勇
・
尾
崎
圭
子

（
益
城
Ｔ
Ｃ
）、【
Ｃ
ク
ラ
ス
】
徳
永

雄
一
・
福
本
文
子
（
益
城
Ｔ
Ｃ
）

▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー　
【
初
心
者
の

部
（
　
ｍ
ｗ
）】
木
塚
瑞
基
（
佐
賀

１０

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）、【
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
の
部
】
藤
山
龍
治
（
ナ

ス
ク
（
株
）
）
、【
初
心
者
の
部
（
　３０

ｍ
ｗ
）】
福
田
正
武
（
佐
賀
市
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
協
会
）
、
【
リ
カ
ー
ブ
少

年
の
部
】
上
本
剛
史（
氷
川
高
校
）
、

【
リ
カ
ー
ブ
成
年
の
部
】
坂
本
隆

輝
（（
財
）
熊
本
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団
）

※
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
は
、

次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

熱戦が繰り広げられた剣道大会
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甲子園を目指して
蒲宇土市長旗争奪高校野球大会
　８月１６日から２０日まで、宇城地区７校で争う第３０回宇

土市長旗争奪高校野球大会が宇土高校第３グラウンド（神

馬町）で開催されました。

　同大会は、高校教育の一環として、人格の形成、体力の

養成とともに地域社会への高校野球の正しい理解との健全

育成を目的に開催されており、１・２年生で戦う初の公式戦

です。１６日の開会式では、田口信夫市長が「この大会の参

加校の中からから、ぜひ甲子園の出場校が出ることを祈っ

ています」と激励のあいさつをし、矢部高校主将の藤本浩

章選手の選手宣誓で大会が開幕しました。

　大会の結果は次のとおり。

優勝　宇土高　２位　蘇陽高　３位　松橋高・御船高 元気よく選手宣誓

力強い選手宣誓

　８月３日、市運動公園グラウンドと市民体育館

で市制施行５０周年記念「第３０回宇土市子ども会

連絡協議会市長旗球技大会」が開催されました。

　同大会は、スポーツを通して健康でたくましい

心身を養い、子ども会相互の交流と親睦を深めよ

うと同協議会が毎年、開催しているものです。

　開会式では、緒方亨会長が「暑い中での競技で

すが、力を合わせて頑張ってください」と激励。

３種目で熱戦が繰り広げられ、子どもたちは保護

者等の声援を受けて一生懸命なプレーを見せてい

ました。

　なお、競技の結果は次のとおりです。

ソフトボール優勝　上松山子ども会

ミニサッカー優勝　上松山子ども会

ビーチボールバレー優勝　戸口子ども会

暑さに負けず元気よく
蒲市子ども会連絡協議会市長旗球技大会

　８月１２日、市商工会建設部会の「お助け隊」が市内

の高齢者宅で屋根の補修や瓦の取り替えなどを無料

（材料費は一部負担）で行いました。

　この活動は、市内の建設業者など２１社が地域奉仕

活動の一環として取り組んだもので昨年に引き続き、

２年目の実施。７５歳以上の高齢者世帯で、瓦の修理や

トタンの張り替えなど２時間程度でできる住宅を対象

として、今年は３４軒を修繕、補修しました。同日は、

建設業関係の皆さんが雨漏りがする屋根の瓦を手際よ

く取り替えていました。 暑い中、ご苦労様でした

地域活動の一環として
◇高齢者世帯住宅手直し奉仕活動

元気いっぱいのプレー
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川を通して環境学習
蒲鶴城中生徒が環境学習
　８月２５日、鶴城中学校（沖村徹校長）の２年生６人

が潤川の水質調査など体験学習を通して川について学

びました。

　これは、水質をはじめ騒音や振動などの環境測定を

主に扱うニチゴー九州珂環境分析部（北段原町）が子

どもたちに体験から環境問題に意識を持ってもらい、

地域社会の環境保護活動に貢献しようと毎年、実施し

ているものです。

　生徒らは潤川の上流、中流、下流３地点で測定用の

試薬や器具を使い水質や透視度などを測定。その後、

同センターに移動し、採取した３地点の水を科学的に

分析しました。河川についての学習も行われるなど生

徒らは潤川を通して自然環境への理解を深める１日を

過ごしました。水質調査を行う鶴城中生徒の皆さん

　このほど、市保健センターで「市介護予防サポーター

養成講座」が行われ、３９人のサポーターに認定証が授与

されました。これは、高齢者の介護予防を支える地域づ

くりのキーパーソンを育成することを目的に、おおむね

６０歳代の宇土市民を対象として開催したものです。講座

は、４日間に分けて行われ、内容は、測定演習（血圧測

定・問診票・握力）や保健師、管理栄養士、歯科衛生士

などによる講義の受講、健康運動指導士による運動実技

などが行われました。最終日となる８月２５日は管理栄養

士による「低栄養予防」をテーマにした講義を受講。食

事バランスガイドで自らの食生活をチェックしながら、

食べやすくする調理の工夫などを学びました。

　なお、今月から地域のお元気クラブ（介護予防教室）

で有償ボランティアとして介護予防の知識や技術の普及

にあたります。

介護予防サポーターが誕生
蒲介護予防サポーター養成講座

笑顔で楽しく参加した受講者の皆さん

◇旭日単光章伝達式

故人の功績を称えて

　８月８日、市役所において故　山本博義氏の旭日単光

章の伝達式が行われました。

　今年６月に逝去された故　山本氏は昭和４９年に市議会

議員に当選以来、３期１２年にわたり、議員を務めました。

　議員時代は、高い政治信念を持って、豊かな経験と手

腕を遺憾なく発揮し、経済常任委員、総務常任委員、農

業委員会委員などを務め、地方自治の進展と市民の福祉

向上等に努め、市の発展に尽力されました。授章式の様子
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日本の文化を体験
蒲住吉中で国際交流
　８月２０日～２２日、イギリスのフィリップス・ハイスクー

ルの皆さんが宇土市を訪れ、住吉中学校（宇都正利校長）

の生徒らと交流を行いました。

　これは、海苔の生態を発見し、海苔養殖業に多大な功績

があった故キャサリン・メアリー・ドゥルー女史の遺徳を

偲ぶ記念碑が住吉自然公園にあることから、約５年前から、

同女史とゆかりのあるフィリップス・ハイスクールの生徒

と同校生徒が文通を始めたことがきっかけで、定期的に交

流が続けられているものです。

　２１日は、緑川公民館で歓迎会を開催。住吉中の生徒が茶

道や書道を指導し、日本の文化を体験しながら交流を深め

ました。

　また、住吉中とフィリップス・ハイスクールは、８月１８日

に東京都で行われた「ジャパン・コンファレンス２００８」で、

ＵＫ-Japanスクール・リンク・コンテストの金賞を受賞。

同賞は、日・英の学校間交流においてすぐれた活動を行っ

ている学校に贈られるもので両校のこれまでの活動が認め

られての受賞となりました。

茶道を指導する生徒たち

　８月２１日、富合町で第９回宇城管内市町職員意

見発表会が開催され、宇城管内の各市町を代表す

る職員８人が堂々と提言を行いました。

　この発表会は、地域に対して自主的、積極的に

貢献できる職員を養成しようと、採用後概ね５年

前後の職員を対象に宇城広域連合が主催している

ものです。発表者らは、これまでの業務体験から

感じ得た自分自身が目指す自治体職員像などにつ

いて提言。宇土市からは、前野拓也さん（福祉課）

が「当たり前のこと」と題して発表し、髙田大輔

さん（都市計画課）が「ボランティア」と題して、

発表しました。

次代を担う若人の提言
蒲宇城管内市町職員意見発表会

堂々と発表した髙田さん（上）前野さん（下）

赤星伸弘さん

◇初期消火で表彰

被害を最小限に食い止め

　８月２２日、栄町の赤星伸弘さん、下山栄さん、下山

史華さん、下山慶太さんが宇城消防本部で中島幸義消

防長から表彰状を手渡されました。

　同表彰は、７月５日、栄町の住宅から出火した建物火

災において、いち早く発見し、通報や消火器による初

期消火により、被害を最小限に食い止めた功績を称え

贈られたものです。 家族を代表して表彰を
受けた下山慶太さん
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地
域
の
基
盤
と
し
て

市
嘱
託
員
総
会

　
７
月
　
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

２８

ル
で
市
嘱
託
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、

各
地
区
嘱
託
員
、
国
・
県
・
市
議

会
議
員
、
市
の
関
係
者
な
ど
約
１

６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
田
口
信
夫
市
長
が
「
嘱
託
員
の

皆
さ
ん
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
住
民
の
意
向
の
取
り
ま
と

め
や
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

大
変
な
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
、
安
全
に
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
市

へ
の
協
力
要
請
と
市
政
方
針
や
予

算
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
森
田
義
満
市
嘱
託
会
連
合
会
副

会
長
は
「
今
年
は
、　

人
の
嘱
託

３４

員
の
皆
さ
ん
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た

が
、
地
域
住
民
と
の
連
携
の
も
と
、

市
政
発
展
の
た
め
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
退
職
し
た
嘱
託
員
の
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

退
職
者
は
次
の
方
々
で
す
。　

（
敬
称
略
）

　

年
　
牧
本
英
輔
（
笠
瓜
）

１３９
年
９
カ
月
　
立
山
徳
子
（
浦
田

町
）

９
年
　
甲
斐
親
則
（
清
辻
）
田
口

巧
（
城
之
浦
一
）

８
年
　
白
石
喜
久
雄
（
栄
町
）
吉

田
泰
（
善
道
寺
町
）

７
年
２
カ
月
　
故
　
澤
邊
訓
民（
東
）

７
年　

西
嶋
誠
一
（
赤
瀬
松
山
）

６
年
　
松
岡
惠
之
助
（
城
塚
）
毛

利
誠
一
（
下
戸
田
）

５
年
　
牛
島
俊
策
（
浜
通
）

森田副会長のあいさつ

市
民
と
行
政

市
民
と
行
政
のの
パ
イ
プ
役

パ
イ
プ
役

退職した方々への表彰

日
時
　
　
月
　
日（
日
）

１０

１９

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所
　
桑
田
酒
店
前

　
　
　
　
　
（
本
町
一
丁
目
）

対
象
者
　
小
学
生
以
下
の
女
子

申
込
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
月
　
日
（
水
）
ま
で
に
飯
田
宅

１０

１５

（
緯
鰻
０
３
４
１
）
に
小
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
名
と
学
年
、
組
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
保
護
者
名
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
、
保
護
者
の
ご

同
伴
と
、
昼
食
の
持
参
を
お
願
い

し
ま
す
。

期
日
　
　
月
　
日（
日
）

１０

１９
牡
丹
引
き
参
加
者
募
集

御獅子の舞方

４
年　

高
濱
紀
夫
（
松
原
）
松
下

哲
夫
（
恵
里
）
今
田
照
義
（
緑
川

潟
）
平
岡
力
人
（
平
原
）

３
年
３
カ
月
　
前
田
勝
幸
（
本
網

津
）

３
年　

中
川
隆
則
（
上
新
開
）

２
年　

カ
月
　
池
田
明
義
（
築
籠

１１

１
区
）

２
年
　
甲
木
孝
人（
新
町
四
丁
目
）

中
野
良
児
（
一
里
木
）
福
島
孝
士

（
三
拾
町
）
岡
崎
一
則（
立
岡
）
安

田
次
芳（
下
松
山
）
石
坂
紀
六（
花

園
台
）
郷
眞
一
（
伊
無
田
）
坂
口

良
治
（
打
越
）
中
岡
里
美
（
栗
崎
）

稲
葉
英
行（
馬
場
）
井
嶋
眞
一（
石

橋
）
古
庄
豊
（
旭
）
牧
野
力
（
鮟

鱇
）

１
年
　
山
本
謙
吾
（
大
坪
団
地
）

中
嶋
孝（
旭
団
地
）
田
代
征
喜（
西

走
下
）

☆
神
幸
行
列

　
西
岡
神
宮
（
午
前
９
時
発
）
似

新
町
似
船
場
似
本
町
通
り
似
城
之

浦
似
宇
土
駅
折
り
返
し
似
本
町
通

り
似
市
民
会
館
（
午
前
　
時
）

１１

☆
牡
丹
花
車

　
桑
田
商
店
（
午
前
９
時
発
）
似

本
町
通
り
似
市
民
会
館
前
似
本
町

通
り
似
船
場
橋
似
新
町
通
り
似
光

永
精
肉
店
前
（
午
後
１
時
　
分
着
）

３０

☆
御
獅
子
の
舞
方

　
尾
崎
医
院
駐
車
場
（
午
前
８

時
）
似
市
役
所
前
（
午
前
９
時
　２０

分
）
似
市
民
会
館
裏
（
御
旅
所
：

午
前
　

時
）
似
船
場
橋
石
橋
横

１１

（
正
午
）
似
西
岡
神
宮
（
午
後
２

時
　
分
）

３０
※
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
　
月
　
日
の
祭
り
当
日
、
本
町

１０

１９

１
丁
目
内
で
太
鼓
と
 銅
鑼
 で
時

ど
ら

間
を
知
ら
せ
る
（
 起
太
鼓
 ）
セ

お
き
だ
い
こ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
時
間

は
午
前
１
時
、
３
時
、
５
時
で

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
伝
統
文
化
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

強
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
宇
土
市
で
も
、
９
月
　
日（
月
）

２２

に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｕ

Ｔ
Ｏ
シ
テ
ィ
お
よ
び
県
道
　
号
線

１４

（
予
定
）
で
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
せ
先
　
市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
１
５
２
）

　
市
で
は
、
福
祉
の
充
実
の
た
め

「
在
宅
介
護
手
当
」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か

１
つ
に
該
当
す
る
方
で
平
成
　
年
１９

９
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
８
月
　

２０

３１

日
ま
で
在
宅
に
て
常
時
介
護
を

行
っ
た
方
（
入
院
、
入
所
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
が
１
年
間
通

算
し
て
　
日
以
内
で
あ
る
こ
と
）

９０

○
医
師
判
定
書
に
よ
り
寝
た
き
り

で
要
介
護
状
態
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方
（
過
去
１
年
間
要
介

護
４
、
５
程
度
の
方
）

○
療
育
手
帳
Ａ
１
該
当
の
方

在
宅
介
護
手
当
を
支
給
し
ま

す
（
家
族
介
護
慰
労
事
業
）

　
９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　

２１

３０

１０

日
間
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
実
施
期
間
で
す
。

　
運
動
の
基
本
は
「
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
で
す
。
ま
た
運
動

の
重
点
と
し
て
、
①
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
、

③
飲
酒
・
暴
走
運
転
な
ど
の
悪
質
・

危
険
な
運
転
行
為
の
追
放
で
す
。

　
期
間
中
は
、
各
地
で
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
違
反
取
締
り
の

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

※
要
介
護
者
及
び
介
護
者
と
も
宇

土
市
に
在
住
し
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
限
り

ま
す
。

手
当
額
　
要
介
護
者
１
人
に
つ
き
、

年
額
　
万
円

１２

申
請
手
続
き
　
次
の
書
類
等
を
受

付
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
受
給
申
請
書

③
住
民
票
（
世
帯
全
部
）

④
医
師
判
定
書
（
療
育
手
帳
所
持

者
は
不
要
）

⑤
療
育
手
帳
（
療
育
手
帳
所
持
者

の
み
）

※
②
の
受
給
申
請
書
及
び
④
の
医

師
判
定
書
は
、
市
福
祉
課
福
祉

係
、
市
保
険
課
介
護
保
険
係
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

受
付
窓
口
　

　
歳
未
満
　
市
福
祉
課
福
祉
係

６５　
歳
以
上
　
市
保
険
課
介
護
保
険
係

６５受
付
期
間
　
　
月
１
日
（
水
）
～

１０

　
月
　
日
（
金
）

１０

３１

問
い
合
せ
先
　
市
福
祉
課
福
祉
係

市
保
険
課
介
護
保
険
係
　
緯
鰻
１

１
１
１
（
福
祉
係
　
内
線
２
８
１

２
）（
介
護
保
険
係
　
内
線
２
１
５

１
）

市民の皆さまのご意見・ご提案をお聞かせください

　市では、「市長への直行便」の手紙の受付を行っています。これは、市政への市民の皆さまの積極的な参加を

促し、そのご意見・ご提案を市政に反映させようとするものです。皆さまのご意見・ご提案をお待ちしていま

す。なお、市のホームページでも受付けています。問い合せ先　市総務課秘書係　緯鰻１１１１（内線２２２０、２２１１）

◆手紙の取扱い
　市長が拝読した後、その内容を取り扱う所管課が市政にどう

いうふうに反映させるか検討を行います。また必要に応じてご

連絡や回答をさせていただく場合があります。

◆専用封筒と用紙の設置場所
　宇土市役所、網田支所、網津支所の３箇所

◆提出方法
　用紙に必要事項をご記入の上、専用封筒（利用者負担なし）

に入れて投函してください。

◆注意事項
　「市長への直行便」にご意見・ご提案者の氏名、住所、連絡先

のご記入がないものや、誹謗・中傷又は差別に当たると判断さ

れるもの、偽造、虚構又は詐欺と疑われるもの、営利を目的と

したものなどは受付をしませんのであらかじめご了承願います。

市 長 へ の 直 行 便

▲専用封筒

▲

記入用紙
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　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
各

種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の

申
告
、
②
す
べ
て
の
国
税
の
納
税
、

③
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申

請
・
届
出
等
）
が
自
宅
や
事
務
所

に
い
な
が
ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
t
a
x
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
宇
土
税
務
署
　
緯

鰻
０
４
１
０

０
０
０
円
、　

日
未
満
１
頭
　
４

９１

０
０
円

▽
ね
こ
　
生
後
　
日
以
上
１
匹
　

９１

１
０
０
０
円
　
　
日
未
満
１
匹
　

９１

２
０
０
円

※
犬
や
ね
こ
を
捨
て
る
こ
と
は
犯

罪
行
為
で
す
。
法
律
に
よ
り
処

罰
（
　
万
円
以
下
の
罰
金
）
さ

５０

れ
ま
す
。

問
い
合
せ
先
　
宇
城
保
健
所
衛
生

環
境
課
　
緯
荏
１
１
４
８

ネ
ッ
ト
で
ど
こ
で
も
申

告
・
納
税
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

　
　
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
飼
い

１０
主
の
い
る
犬
及
び
ね
こ
の
引
取
り

を
保
健
所
に
依
頼
す
る
場
合
に
は
、

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
犬
　
生
後
　
日
以
上
１
頭
　
２

９１

犬
及
び
ね
こ
引
取
り
手
数

料
導
入
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
国
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
油
症
認
定
患
者
の
皆
さ
ま
を

対
象
と
し
た
健
康
実
態
調
査
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
油
症
認
定
患
者
の
方
で
、
調
査

に
関
す
る
県
か
ら
の
通
知
が
届
い

て
い
な
い
方
は
、
県
健
康
危
機
管

理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
県
健
康
福
祉
部
健

康
危
機
管
理
課
　
緯
０
９
６
（
３

３
３
）
２
２
４
７

カ
ネ
ミ
油
症
に
か
か
る
健
康

実
態
調
査
を
し
て
い
ま
す

④電池
　燃えないごみに出していただくか、近くの電気店等

で電池の回収を行っているところがあれば、そちらに

出してください。

⑤蛍光管類
　蛍光管類は、資源ごみの日には回収しません。燃え

ないごみの日に回収しますので、お住まいの地区の燃

えないごみ置場に設置してあるコンテナに出してくだ

さい。

　市役所本庁・網津支所・網田支所に設置してあるコ

ンテナには、常時出すことができます。

　資源ごみの特別収集で、いくつかのお尋ねがあった

件についてお答えします。

①びん類
　分別が難しく、混入がたびたび見受けられますので、

再度、簡単に説明します。

・生きびん

　ビールびん・一升びん・焼酎の５合びんなど。

・透明びん

　すりガラスのもの・ドレッシング

　のびんなど。

・茶色びん

　栄養ドリンクのびんなど。

・その他色びん

　ワインのびん・他のびん類に該

当しないもの。（透明に見えても、薄く色が付いてい

るびんもあります）

　　また、びんのキャップは、はずして燃えるものは

　燃えるごみに、燃えないものは燃えないごみに出し

　てください。

②スプレー缶
　スプレー缶も資源ごみとして出すことができます。

　中身を使い切って、風とおしのいいところで穴を開

　けて出してください。

③トレー及び発泡スチロール
　色が付いているものも出すことができます。しかし、

黒色のトレーは、資源ごみに出すことができませんの

でご注意ください。

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみにににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい資源ごみについ てててててててててててててててててててててて
市環境課廃棄物対策係　緯鰻１１１１（内線２８２３）

①水分をできる限り取り除いてください。

水分があると、堆肥化するのに時間がかかり、それ

に要する経費も余分にかかります。

②金属類やビニール等の異物を入れないでください。

　異物があると、堆肥センターの機械の故障の原因と

　なります。生ごみ以外の異物は絶対入れないようご

　協力をお願いします。

生ごみの出し方につい生ごみの出し方についてて

　ペットボトルのキャップは、ＮＰＯ法人などが小・

中学校、婦人会などに呼び掛け「エコキャップ」と名

付け、回収しています。

　集めたものをワクチンと交換し、世界中の子どもた

ちに配布する運動を展開。８００個でポリオワクチン１

個と交換でき、CO2が７.３g削減できるそうです。

　市では、一部の小学校や婦人会がすでに活動してい

ますので、市役所・網津支所・網田支所で拠点集積場

でのキャップ回収を行い、現在、実施されている小学

校などの団体へ提供するといった形を考えています。

　趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。ま

た、何か尋ねたいことがありましたら問い合せくださ

い。

ペットボトルのキャップについペットボトルのキャップについてて
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環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
は
、
市

民
活
動
や
事
業
活
動
の
中
で
の
環

境
保
全
に
関
す
る
専
門
的
知
識
や

豊
富
な
経
験
を
有
し
、
そ
の
知
見

や
経
験
に
基
づ
き
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

事
業
者
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
に

対
す
る
助
言
な
ど
（
＝
環
境
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）
を
行
う
人
材
と
し

て
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
登
録
制

度
実
施
規
程
に
基
づ
き
、
環
境
省

の
行
う
審
査
を
経
て
登
録
さ
れ
た

方
々
で
す
。

　
平
成
８
年
度
に
創
設
し
ま
し
た

「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
登
録
制
度
」

は
、
現
在
、
全
国
で
４
５
２
８
人

が
登
録
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
は
、
九
州
地
方
環

境
事
務
所
に
問
い
合
せ
い
た
だ
く

か
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp：
//www.env.go

.jp/policy/counsel/index.h

tml

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
九
州
地
方
環
境
事

務
所
　
環
境
対
策
課
　
緯
０
９
６

平
成　

年
度
環
境
カ
ウ
ン

２０

セ
ラ
ー
募
集

募
集
・
催
し

（
２
１
４
）
０
３
３
２

お
地
蔵
さ
ん
工
房
講
座

指
導
者
　
石
﨑
大
徳
氏

定
員
　
８
人

指
導
日
　
　
月
　
日
～
　
月
　
日

１０

２２

１１

２６

（
全
６
回
）
毎
週
水
曜
日
　
午
後

１
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

及
び
石
材
（
２
０
０
０
円
）
道
具

等
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

硯
制
作
教
室
講
座

指
導
者
　
小
野
寺
友
吉
氏

定
員
　
７
人

指
導
日
　
　
月
　
日
～
　
月
　
日

１０

２３

１１

２７

（
全
６
回
）
毎
週
木
曜
日
午
後
１

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

費
用
　
受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

及
び
石
材
・
消
耗
品
代
（
１
５
０

０
円
）
道
具
等
は
無
料
で
使
用
で

き
ま
す
。

申
込
方
法
　
商
工
観
光
課
に
来
庁

も
し
く
は
電
話
に
て
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間
　
９
月
　
日
（
火
）
～

１６

９
月
　
日
（
金
）［
先
着
順
］

２６

※
両
講
座
と
も
４
人
以
上
の
応
募

が
な
け
れ
ば
開
講
し
ま
せ
ん
。

宇
土
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
講
座
募
集

問
い
合
せ
先
　
商
工
観
光
課
　
商

工
政
策
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
１
）

◎
試
験
の
種
類

（
１
）
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
２
）
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
１
類
か
ら
第
６
類
）

（
３
）
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

◎
試
験
の
日
時
及
び
試
験
場
所

日
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１６

▽
甲
種
及
び
乙
種
全
類
　
９
時
　４０

分
着
席
、　

時
開
始

１０

▽
丙
種
　
　
時
　
分
着
席
、　

時

１２

４０

１３

開
始

場
所
　
熊
本
市
、
八
代
市
、
玉
名

市
、
天
草
市

◎
願
書
受
付
期
間
等

受
付
期
間
　
９
月
　
日
（
水
）
～

１７

　
日
（
木
）
９
時
～
　
時
　
分

２５

１６

３０

（
９
月
　
日
消
印
有
効
）

２５

受
付
場
所
　（
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
（
熊
本

市
九
品
寺
１
丁
目
　
の
４
）

１１

問
い
合
せ
先
　
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
　
緯
０
９
６

（
３
６
４
）
５
０
０
５

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

特定公共賃貸住宅（市営入地団地の一部）入居者募集

　市都市計画課では、「特定公共賃貸住宅」入地団地１４棟の入居者を随時募集します。
　基準月収（※１）が２００，００１円以上の世帯が対象となります。

＊所在地　　　宇土市入地町２００番地１
＊募集戸数　　５戸（平成２０年８月１日現在）
＊住宅規模　　２ＬＤＫ（床面積７８．６㎡）
＊入居資格
　①現に住宅に困窮していることが明らかな方

　②現に同居し、又は同居しようとする親族がいる

方。ただし、６０歳以上の方は単身入居可能

　③現在、宇土市内に住所または勤務場所がある方

　④基準月収（月所得）が２００，００１円以上の方

　⑤市税等を滞納していないこと

　⑥入居しようとする親族が持ち家を所有していな

いこと

　⑦入居しようとする親族が暴力団員でないこと

＊申込方法
　　　市都市計画課住宅管理係にて「入居申込書」

を配布します。必要事項をご記入の上、申込み

ください。

＊受付　市役所４階　都市計画課住宅管理係
＊時間　土曜、日曜、祝日を除く８：３０～１７：３０
＊家賃　４７,６００円から（応能応益家賃※２）
　　　　※１　基準月収とは、入居者の総所得から

　　　　　　控除を差引き１２で割って算出した額

　　　　　　です。

　　　　※２　応能応益家賃とは、入居者の基準月

収により家賃が変更となります。

問い合せ先　市都市計画課住宅管理係
　　　　　　緯鰻１１１１（内線２４２２）
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児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お

知
ら
せ

ど
ん
ぐ
り
く
ら
ぶ
発

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
」

　
手
遊
び
、
歌
、
絵
本
…
を
通
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら

絵
本
の
魅
力
を
伝
え
る
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
　
日
（
金
）

１９

　
午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１１

１１

３０

場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー
３
階
図
書
室

参
加
費
　
無
料
　
申
込
不
要

≪

講
演
会
＆
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
参
加
者
募
集
！≫

内
容
　
放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン

▽
基
調
講
演
（
未
定
）
と
子
ど
も

の
心
理
に
つ
い
て
（
講
演
会
は

託
児
あ
り
）

▽
体
験
活
動
〔
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
〕
費
用
１
５
０
０
円

日
時
　
　
月
５
日
（
日
）

１０

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

場
所
　
天
草
市
五
和
町
漁
村
セ
ン

タ
ー

申
込
　
９
月
　
日
（
金
）
～
　
日

１９

２８

（
日
）
児
童
セ
ン
タ
ー
で
受
付（
詳

細
は
後
日
、
連
絡
し
ま
す
）

主
催
　
熊
本
県
地
域
活
動
協
議
会

問
い
合
せ
先
　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

緯
姥
３
３
０
３

つ
ど
い
の
広
場子

育
て
講
座

　
子
育
て
す
る
な
か
で
、
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
大
人
に
と
っ
て
快
適
な
室
内
も
、

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
に
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
！
子
ど
も
の
置
か
れ
た

環
境
を
子
ど
も
の
目
線
で
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
不
慮
の

事
故
を
防
止
す
る
手
が
か
り
が
見

え
て
き
ま
す
。

　
子
ど
も
が
け
が
を
し
た
と
き
に

あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
応
急
処
置

を
学
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時
　
９
月
　
日
（
水
）

１７

　
　
　
午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
サ
ン
サ
ン

講
師
　
宇
城
消
防
署
署
員

内
容
　「
救
急
法
に
つ
い
て
」

＊
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

＊
駐
車
場
は
市
役
所
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
　
緯
鰻
１
１
１
１
（
内
線
　

２
８
１
３
）
つ
ど
い
の
広
場
　
緯

鰻
２
４
０
８

介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
鎧　

♪
長
浜
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　
毎
日
の
介
護
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　
時
に
は
介
護
に
疲
れ
て
体
調
を

崩
し
た
り
、
少
し
の
こ
と
で
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
介
護
を
無
理
な
く
続
け
て
行
く

た
め
に
は
、
新
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
大
切
で

す
。

　
ほ
ん
の
ひ
と
時
で
も
介
護
を
忘

れ
、
心
と
体
に
ゆ
と
り
が
持
て
る

よ
う
に
市
の
家
族
介
護
教
室
と
し

て
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
　
日
（
土
）

２０

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

場
所
　
長
浜
福
祉
館（
入
場
無
料
）

内
容
　

バ
ン
ド
演
奏
「
ザ
・
シ
ェ
イ
カ
ー

ズ
」（
１
時
　
分
～
）

３０

お
し
ゃ
べ
り
会
　
～
介
護
者
の
つ

ど
い
～
（
３
時
～
）

問
い
合
せ
先
　
景
雅

苑
　
緯
閏
１
０
１
０

宇土市市制施行５０周年記念

思いっきり「運動の秋」を満喫してみませんか？

皆さまの参加を心からお待ちしています。

日時　１０月１８日（土）
　　　午前９時３０分～（開会式）午前１０時～（競技開始）

場所　宇土市民体育館
申込資格
　・宇土市在住で身体障害者手帳を

所持している方及びその家族

　・宇土市在住のひとり親で子を養

育している親子及びその家族

申込方法　市福祉課・網津支所・網田支所備え付けの申
込用紙を提出してください。

※宇土市身体障害者福祉協会会員及び宇土市母子会会員

については各地区会長を通じて申込みください。

申込締切　１０月３日（金）
問い合せ先　市福祉課福祉係　緯鰻１１１１（内線２８１２）

市福祉スポーツ大会（屋内ペタンク競技）開催 　思い出しませんか？子どもの頃を。

　家の周りでは、元気に遊ぶ子どもたちの声や

わらい声が聞こえていましたね。

　懐かしい昭和の遊び（映画：オールウェイズ

３丁目の夕日の頃）を思い出し、

楽しみませんか？そして…

　平成の子どもたちに、昭和の

楽しい遊びを継承しましょう！

対　象　者　昭和の遊びに関心がある方

期　　日　１０月３日（金）

　　　　　午後１時３０分～３時３０分

場　　所　宇土市福祉センター２階会議室

申込期限　９月２４日（水）

問い合せ先　市福祉課福祉係（市地域福祉塾

事務局）緯鰻１１１１（内線２８１４）

遊びの応援団を募遊びの応援団を募集集
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教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
１
日
（
土
）

１１

　
　
　
午
後
１
時
～

場
所
　
県
立
劇
場
演
劇
ホ
ー
ル

内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
各

種
表
彰
（
午
後
１
時
～
）

講
演
【
講
師
】　
蒲
島
郁
夫
・
熊
本

「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

秘密は厳守します 無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無 料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料 相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相無 料 相 談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
身近な行政相談

日時　９月２４日（水）・１０月８日（水）
　　　午前１０時～午後３時

場所　市福祉センター２階会議室
行政相談委員　三浦壽美子（築籠町）
問い合せ先　市自治振興課パートナーシップ推進係
　　　　　　緯鰻１１１１（内線２２１９）

相談日　９月２５日（木）　午前１０時～午後３時
場所　市福祉センター２階会議室
相談員　宇土市の人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題、その他
※常設として法務局（市役所北側）では、土日・祝

日を除く平日の午前８時３０分から午後５時まで人

権相談に応じています。

問い合せ先　法務局宇土支局　緯鰻０３２０　市自治振
興課パートナーシップ推進係　緯鰻１１１１（内線２２１９）

特設人権相談所が開設されます !!

司法書士による無料相談
日時　９月２５日（木）午後１時～午後４時
　　　※電話相談はできません。

場所　市勤労青少年ホーム１階　消費生活相談室
問い合せ先　市商工観光課商工政策係
　　　　　　緯鰻１１１１（内線２３２３）

県
知
事
（
午
後
２
時
　
分
～
）

５０

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
県
教
育
政

策
課
　
政
策
班
　
緯
０
９
６
（
３

３
３
）
２
６
７
３

　高齢者は３つの大きな不安「お金」「健康」「孤独」を持っ

ていると言われています。悪質な業者は言葉巧みにこれら

の不安をあおり、親切にして信用させ、年金、貯蓄などの

大切な財産を狙っています。また、高齢者は自宅にいるこ

とが多いため、訪問販売や電話勧誘販売による被害が多い

のも特徴です。以下に、「お金」「健康」「孤独」、それぞれ

に関する相談事例をまとめました。

お金　・高齢の母親が訪問販売で契約した個人年金保険
　　　・強引に年金生活者を勧誘した高額な屋根工事の点

検商法

健康　・血液がさらさらになると言われて購入したブレス
レット

　　　・体に電気を通すと病気がなくなる、痛む足が治る

という電気治療器

　　　　医師の免許を持たない者が検査を行い、電気治療

器等の商品を契約させる手口には注意が必要です。

孤独　・高齢者を狙い次々と契約をさせる住宅リフォーム
業者

　　　・判断不十分な高齢者への着物の過量販売

　　　・女性の被害者が多いＳＦ商法

　電話勧誘販売、訪問販売での契約では指定商品であれば

契約書面を受け取ってから８日間はクーリング・オフ（無

条件解約）ができます。

くらしの相談窓口　場所：市勤労青少年ホーム１階　消費生活相談室
日時：毎週火曜・金曜　午前１０時～午後４時　緯鰻１１１１（内線２３２３）

高齢者に多い消費者トラブ高齢者に多い消費者トラブルル

考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考えてみよう鎧　消費者トラブル　戟

相　

談

熊
本
県
行
政
書
士
会
に
よ

る
無
料
相
談
会

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、　１０

月
の
広
報
活
動
月
間
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
遺
言
・
相
続
関
係
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
８
日（
水
）

１０

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
講
習
室

相
談
内
容
　
遺
言
・
相
続
関
係
、

交
通
事
故
関
係
、
土
地
境
界
、
離

婚
・
Ｄ
Ｖ
、
農
地
関
係
、
そ
の
他

法
律
相
談

問
い
合
せ
先
　
桑
田
（
行
政
書
士

会
宇
城
支
部
長
）　
緯
盈
２
４
９

７

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
宇

土
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
窓

口
で
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高

齢
者
の
皆
さ
ま
が
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
介
護
・
福
祉
・
医
療
・

保
健
の
多
方
面
か
ら
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
窓
口
で
す
。
健
康

に
関
す
る
事
、
福
祉
、
介
護
に
関

す
る
事
等
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
お
よ
び
場
所

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
出
張
相
談

①
宇
土
市
老
人
セ
ン
タ
ー

　
９
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～

２９

　
３
時

　
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
～

１０

２４

　
３
時

②
西
部
老
人
セ
ン
タ
ー

　
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
～

１０

１６

　
３
時

③
あ
じ
さ
い
の
湯

　
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～

１０

３１

１０

　
正
午

　
　
月
９
日
（
火
）
午
前
　
時
～

１２

１０

　
正
午

問
い
合
せ
先
　
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
緯
厩
１
５
５
５
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図書館からのお知らせ 
新 　刊　 案　 内

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

一　般　図　書

津村節子著ふたり旅―生きていた証しとして―

宮部みゆき著おそろし―三島屋変調百物語事始―

北原亞似子著父の戦地

藤沢周平著帰省―未刊行エッセイ集―

恩田陸著不連続の世界

NHKスペシャル取材班著「愛」なき国―介護の人材が逃げていく―

杉山由美子著子どもの気持ちがわからないときに読む本

渋川育由著ふしぎの誘惑　世界の名景ベスト５０

村中志朗著老犬の飼い方

江田浩次著６０歳からの楽しい俳句入門

児　童　図　書

今森光彦著里山いきもの図鑑

みやにしたつや著キツネのおとうさんがにっこりわらっていいました

早未恵理著ど★でか工作

日高敏隆著生き物の飼育―がくしゅう大図鑑―

藤田晋一著本当にこわーい都市伝説

谷川佳子著花育　親子で楽しむ花アレンジメント

冴木一馬著知って楽しい花火のえほん

川端誠著お化け屋敷へようこそ

冨田幸光著恐竜館―原寸大―

成島悦雄著どうぶつ館―原寸大―

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）

ジャック・ヒギンズ著消せない炎

稲田雅子著世界はいっしょにまわってる―ヨコ軸でつなぐ日本史と世界史―

サラ・デッセン著愛のうたをききたくて

池田洋人著ずっと受けたかったお天気の授業

乳幼児・小学生対象のおはなし会

　９月１７日（水）ひまわり会

　　　２４日（水）ひまわり会

１０月　１日（水）宇城子ども劇場

　　　　８日（水）熊日童話会

　　　１５日（水）ひまわり会

日時　毎週水曜日　午後４時～（約３０分）

場所　図書館　１階　児童図書室

『えほんのじかん』

【らっこのじかん】

日時　１０月１４日（火）・２８日（火）

　　　（９月第４火曜は祝日のためおやすみ）

　　　午前１０時３０分～（約２０分）

場所　図書館　１階　児童図書室

０・１・２歳児対象のおはなし会

【団体貸出のお知らせ】
　市立図書館では保育園・幼稚園・小中学校・施設

などへ図書の団体貸出を行っています。

　学校では、学級文庫として、施設では憩いの広場

の読書コーナーとして利用され大変喜ばれています。

　職場や地区の学習センター等で利用希望の方はお

気軽に市立図書館までご相談ください。

【休館日】
９月１８日（木）・２０日（土）・２３日（火・祝日）・２５

日（木）・１０月２日（木）・９日（木）・１３日（月・

祝日）・１６日（木）

問い合せ先　市立図書館　緯鰻４５１２

　ＨＰhttp：//www．city．uto．kumamoto．jp/lib/

　７月３１日に網津公民館、８月７日に花園公民館で児

童図書コーナー開所式が行われました。

　これは、市が策定している「子ども読書活動推進計

画」に基づき、「いつでも、どこでも、だれでも」読書

活動ができる環境を整備し、地域全体で読書に親しむ

場となるよう同コーナーを設置したものです。

　今回、子ども向けの絵本や紙芝居などの本を網津に

１７０冊、花園に３００冊配置。式では、子どもたちに対

して、地域の大人たちが絵本の読み聞かせなどを披露

しました。

　なお、同コーナーは、平成２１年度までに市内の７校

区公民館すべてに設置する計画です。

本に触れ、読み、楽しむ
蒲網津・花園公民館に児童図書コーナー

←↓網津公民館の
　　開所式

↑花園公民館の開所式
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日
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

２６

　
　
　
午
前
　
時
～

１０

参
加
資
格
　
年
齢
性
別
不
問

参
加
費
　
一
般
２
５
０
０
円
、
中

　
美
し
い
お
花
に
囲
ま
れ
て
、
素

敵
な
余
暇
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
火
曜
日
（
月
３
回
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
谷
口
初
子
（
華
道
家
元
池
坊
）

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
方

６０

問
い
合
せ
先
　
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
緯
鰻
１
０
０
８

※
お
稽
古
費
用
が
少
額
必
要
に
な

り
ま
す
。

優勝した中川選手

　宇土ライオンズクラブでは、ＥＭを利用したまちづくりを応援し

ています。

問い合せ先　宇土ライオンズクラブ　事務局　緯鰻０５９３

無料配布していますＥＭ活性液の保存はどうしていますか？

◎出来るだけ太陽が当たらない、涼しいところで保存してください。

◎空気の層を出来るだけ少ない状態で保存してください。

◎水などで薄めたＥＭ液は、１週間位で使い終わってください。

◎ながくなったＥＭ活性液は、河川や排水溝などに流し入れてください。

◎ＥＭ活性液は３カ月位で使いきってください。毎月、配布があります！

◎ＥＭの菌の活動温度は１５度以下では動きが鈍くなります。又、５５度以上

では死滅するようです。ぬるめのお湯、人肌くらいが一番活発に動きます。

ＥＭの保存方法

学
生
以
下
２
０
０
０
円

競
技
方
法
　
個
人
戦
と
し
て
予
選

４
Ｇ
投
球
後
、
上
位
８
人
に
よ
る

決
勝
２
Ｇ
の
ト
ー
タ
ル
で
順
位
を

決
定
し
ま
す
。（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
あ
り
）

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
宇
土
パ
ス

カ
ワ
ー
ル
ド
　
緯
鰻
５
３
１
１

　
か
く
れ
ん
ぼ
・
お
に
ご
っ
こ
・

宝
探
し
外
　
で
も
、
い
つ
も
と

ち
ょ
っ
と
違
う
遊
び
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１９

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
　
　（
受
付
９
時
　
分
）

５０

場
所
　
中
央
公
民
館
和
室

　
　
　（
外
で
の
活
動
あ
り
）

対
象
　
幼
児
～
小
学
生
　
人
２５

　
　
　
　
　
　
　（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
０
０
円

持
参
す
る
も
の
　
帽
子
、
タ
オ
ル

申
込
・
問
い
合
せ
先
　
宇
城
子
ど

も
劇
場
　
緯
姥
３
１
３
８

　
７
月
　
日
、
第
　
回
県
連
四
半

２０

１８

的
弓
道
大
会
が
本
渡
市
で
開
催
さ

れ
、
宇
土
市
代
表
と
し
て
宇
土
地

区
会
員
が
出
場
し
、
好
成
績
を
残

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

団
体
戦
優
賞
　
宇
土
（
川
畑
紀
、

松
下
勉
、
大
野
和
己
、
冨
永
普
通
、

永
松
正
敏
）

個
人
戦
優
賞
　
松
下
勉

　
四
半
的
弓
道
は
、
男
女
問
わ
ず

誰
で
も
十
分
楽
し
め
る
競
技
で
す
。

特
に
高
齢
者
は
体
力
に
無
理
の
な

い
理
想
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
皆

さ
ん
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
せ
先
　
市
四
半
的
弓
道
協
会

事
務
局
（
冨
永
）
緯
鰻
３
１
９
９

　
７
月
　
日
、
熊
本
市
で
第
　
回

２０

１１

西
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、
九
州
各
地
の
幼

児
か
ら
一
般
ま
で
の
約
２
５
０
人

が
出
場
。
拳
和
会
宇
土
道
場
か
ら

は
、
中
川
大
雅
選
手
、
宮
本
剛
誠

選
手
が
出
場
し
、
中
川
選
手
が
組

み
手
小
学
５
年
の
部
で
優
勝
し
ま

し
た
。

ＥＭネットワークＥＭネットワーＥＭネットワークク自動販売機での
たばこ購入は専用のＩＣ
カードが必要です

　未成年者喫煙防止の取り組み

の一環として、たばこ自動販売

機をご利用の際には専用のＩＣ

カード「taspo（タスポ）」が必

要になっています。発行手数料、

年会費は無料です。

　申込書はたばこ販売店店頭な

どで入手できます。

問い合せ先
（社）日本たばこ協会

０１２０（２２２）１８０（通話料無料）

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
華
道

部
生
徒
募
集

第
８
回
宇
土
市
長
杯
争
奪

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

宇
城
子
ど
も
劇
場
か
ら
の
お

知
ら
せ

県
連
四
半
的
弓
道

本
渡
大
会
結
果

第　

回
西
日
本
空
手
道
選
手

１１
権
大
会
結
果

市民の皆さんに「ＥＭ活性液（５００ml×２００本）」を無料で配布します。

日時　９月３０日（火）午前１０時～
場所　宇土中央公民館　玄関
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九
電
旗
学
童
軟
式
野
球

熊
本
県
大
会
結
果

秋の自主文化事秋の自主文化事業業

宇土イースターズの皆さん

　
津
奈
木
町
か
ら
熊
本
市
ま
で
を

５
泊
６
日
で
歩
く
旅
を
行
っ
た
県

内
の
小
中
学
生
　
人
が
８
月
９
日

４３

に
宇
土
市
を
訪
れ
た
際
、
城
之
浦

１
区
や
松
原
区
の
住
民
と
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
然

を
愛
す
る
会
」（
熊
本
市
）
が
企
画

「
薩
摩
街
道
」
徒
歩
の
旅
の

参
加
者
と
交
流

城之浦町での交流

し
た
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
の
道

「
薩
摩
街
道
」
徒
歩
の
旅
の
際
、

宿
泊
・
休
憩
場
所
を
宇
土
東
小
な

ど
に
設
定
し
た
こ
と
か
ら
両
区
が

激
励
を
兼
ね
て
交
流
会
を
開
催
し

た
も
の
で
す
。
城
之
浦
公
園
で
は
、

昼
食
時
に
飲
み
物
等
を
提
供
し
、

松
原
町
で
は
、
地
元
の
祭
に
招
待

し
て
太
鼓
な
ど
の
披
露
を
行
い
、

参
加
者
ら
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
心

温
ま
る
も
て
な
し
に
旅
の
疲
れ
を

癒
し
て
い
ま
し
た
。

問い合せ先　宇土市民会館　緯鰻０１８８

宇土市出身でウィーン在住のピアニスト森尚子さん

とその仲間たちが美しいメロディをお届けします。

入場料　一般２,０００円 高校生以下５００円

「日本・ウィーン・ザグレブの楽しいメロディ」

１１月１日（土）午後６時３０分～

入場料　一般１,５００円　高校生以下１,０００円

劇団わらび座　「ミュージカル天草四郎　～四つの夢の物語～」

１０月２６日（日）午後２時～

１０月１１日（土）午後２時～

気さくな演奏家グループＤＵＨＡが再び宇土市でコ

ンサートを開催。楽しくて心癒されるクラシック音

楽をお届けします。音楽好きはもちろん、そうでな

い方もたまには生演奏にひたってみませんか。

入場料　一般１,０００円　高校生以下５００円

「木管五重奏団　 ＤＵＨＡ 演奏会」
ドゥハ

宇土市民会館 秋の自主文化事業
　
７
月
　
日
～
　
日
、
熊
本
市
で

２７

２９

第
　
回
九
電
旗
学
童
軟
式
野
球
熊

２６

本
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
宇
土
市

代
表
の
宇
土
イ
ー
ス
タ
ー
ズ
が
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム

は
、
昨
年
も
優
勝
し
て
お
り
、
こ

れ
で
同
大
会
は
２
連
覇
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

松原町での交流

　
国
立
病
院
機
構
　
熊
本
南
病
院

い
の
ち
の
絆

難
病
患
者
・
家
族
の
作
品
展
示
会

わ
友だちの

Ｑ．お仕事は？

Ａ．リメイク・ワンに勤めています。

Ｑ．趣味は？

Ａ．野球、ソフトボール

Ｑ．将来の夢は？

Ａ．家族で世界一周。または二周。

Ｑ．自分の長所、短所は？

Ａ．長所は負けず嫌い。

　　短所はあきっぽい。

Ｑ．「伝えたい一言」とその相手

は？

Ａ．シーベタＢＢＣのナインへ。

　　みんなで気合と努力で県大会

　優勝しよう。その時は、ビー

　ルかけも忘れずに外

Ｑ．次は誰を？

Ａ．園田康昭さんを
谷口裕二郎さん
（笹原町）

清
春
）
緯
姥
３
８
２
２

　
毎
年
、　

月
１
日
「
法
の
日
」

１０

を
記
念
し
て
、
全
国
一
斉
に
登
記

等
無
料
相
談
所
を
設
置
し
て
お
り
、

宇
土
市
で
は
次
の
と
お
り
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
４
日
（
土
）

１０

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　「
宇
土
シ
テ
ィ
」

全
国
一
斉
「
司
法
書
士
法
律
・

土
地
家
屋
調
査
士
」
無
料
相
談

に
入
院
又
は
通
院
し
て
い
る
神
経

難
病
の
患
者
さ
ん
と
介
護
を
し
て

い
る
家
族
の
方
々
が
、
一
緒
に

な
っ
て
た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
り

ま
し
た
。
作
品
の
種
類
は
、
油
彩
、

パ
ソ
コ
ン
画
、
切
り
絵
、
書
道
、

写
真
等
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
心
を
込
め
て
一
生
懸
命
に
作

り
上
げ
た
作
品
で
す
。

日
時
　
９
月
　
日
（
火
）
～
　
日

２３

２８

（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
５
時（
最

１０

終
日
は
３
時
で
終
了
）

場
所
　
宇
城
市
不
知
火
美
術
館

問
い
合
せ
先
　
絵
画
愛
好
会
（
辻
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香
典
返
し

　
８
月
　
日
～
　
日
、
県
青
年
塾

１８

２１

青
年
部
代
表
の
上
村
剛
さ
ん
が
宇

土
半
島
に
放
置
し
て
あ
る
ご
み
を

徒
歩
で
探
す
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

　
８
月
　
日
、
下
新
開
ち
び
っ
こ

１６

広
場
で
盆
踊
り
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ

れ
、
地
域
住
民
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
下
新

開
区
が
地
域
住
民
の
交
流
を
目
的

に
平
成
　
年
か
ら
２
年
に
１
回
開

１８

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
同
日
は
、
同
地
区
婦
人
会
や
各

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
踊
り
や
カ
ラ
オ

ケ
を
披
露
。
地
域
住
民
に
よ
る
手

作
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
訪
れ
た
観

客
は
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し

ま
し
た
。

下
新
開
区
が
交
流
を
目
的
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

徒
歩
で
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

ル

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
は
、
普
段
、
車
で
通

る
だ
け
で
は
、
見
落
と
し
が
ち
な

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
な
ど
を
拾

お
う
と
１
人
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き

な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
。
宇
城
２
市

３
町
の
約
１
２
０
娃
を
４
日
間
か

け
て
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

宇土市役所を出発する上村さん

　
８
月
５
日
、
緑
川
保
育
園
で
、

す
み
れ
の
会
（
田
村
康
子
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
学
童
保
育
の
児
童
に

絵
手
紙
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
市
主
催
の
生
涯
学
習

講
座
を
受
講
し
た
方
々
が
定
期
的

に
活
動
し
よ
う
と
集
ま
っ
て
発
足

し
た
も
の
で
、
児
童
た
ち
と
一
緒

に
す
い
か
の
絵
を
題
材
と
し
た
暑

中
見
舞
い
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
皆
さ
ん
は
、「
手
紙
を
書

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

絵
手
紙
を
作
成

一生懸命取り組む子どもたち

２年に１回の手作りイベント

　
亡
母
　
　
ハ
ル
エ
　
　
（
九
〇
）

▽
松
　
原
　
町
　
　
鶴
野
富
美
子

　
亡
父
　
　
續
　
　
　
　（
九
二
）

▽
入
　
地
　
町
　
　
小
林
サ
カ
エ

　
亡
夫
　
　
繁
　
樹
　
　（
八
〇
）

▽
岩
　古
　曽
　町
　
　
谷
川
　
定
代

　
亡
夫
　
　
美
　
明
　
　（
八
五
）

▽
本
町
二
丁
目
　
　
吉
永
　
和
代

　
亡
夫
　
　
清
　
　
　
　
（
八
九
）

▽
戸
　
口
　
町
　
　
山
崎
　
正
信

　
亡
妻
　
　
エ
　
イ
　
　
（
七
五
）

▽
栗
　
崎
　
町
　
　
境
　
　
泰
司

　
亡
母
　
　
榮
　
子
　
　
（
八
六
）

▽
戸
　
口
　
町
　
　
竹
邉
多
紀
雄

　
亡
母
　
　
ト
キ
エ
　
　
（
九
七
）

▽
長
　
浜
　
町
　
　
池
上
ス
エ
子

　
亡
夫
　
　
政
　
勝
　
　
（
六
六
）

▽
石
　
橋
　
町
　
　
川
﨑
　
　
昇

　
亡
母
　
　
朝
　
子
　
　
（
八
三
）

▽
花
　
園
　
町
　
　
林
田
　
隆
明

　
亡
母
　
　
ア
サ
エ
　
　
（
八
八
）

▽
椿
　
原
　
町
　
　
寺
本
　
寿
彦

　
亡
長
男
　
健
　
作
　
　（
二
二
）

▽
網
　
引
　
町
　
　
鎌
賀
　
一
徳

　
亡
母
　
　
チ
　
キ
　
　（
九
三
）

▽
住
　
吉
　
町
　
　
濱
田
　
龍
一

　
亡
父
　
　
雄
　
二
　
　
（
五
四
）

▽
赤
　
瀬
　
町
　
　
松
下
　
一
幸

　
亡
母
　
　
サ
　
チ
　
　（
八
六
）

▽
新
　松
　原
　町
　
　
林
田
　
百
千

　
亡
母
　
　
中
村
主
基
子
（
九
二
）

▽
神
　
馬
　
町
　
　
植
田
　
信
幸

　
亡
父
　
　
安
　
幸
　
　（
八
七
）

▽
下
　網
　田
　町
　
　
中
石
ヨ
ネ
子

　
亡
母
　
　
ム
　
メ
　
　（
九
七
）

▽
石
　小
　路
　町
　
　
川
島
エ
イ
子

　
亡
夫
　
　
弘
　
　
　
　
（
八
一
）

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

▽
網
　
津
　
町
　
　
本
田
　
時
雄

　
亡
姉
　
　
野
添
久
子
　（
八
四
）

▽
城
　
塚
　
町
　
　
松
本
マ
サ
子

　
亡
夫
　
　
義
　
勝
　
　（
七
三
）

▽
下
　網
　田
　町
　
　
花
田
　
素
久

　
亡
父
　
　
元
　
師
　
　（
八
六
）

▽
岩
　古
　曽
　町
　
　
園
下
　
照
二

　
亡
母
　
　
ト
ミ
子
　
　（
八
五
）

▽
門
　
内
　
町
　
　
伊
藤
八
重
子

　
亡
姉
　
　
フ
　
ジ
　
　（
九
五
）

▽
網
　
津
　
町
　
　
野
村
　
義
光

く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
手
紙

の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

竹の端材を再資源竹の端材を再資源化化
　船場橋浮き灯籠（船場橋周辺灯りプロ

ジェクト：８月２３日、２４日開催）で使用し

た竹の端材が（有）宇土環境のボランティ

ア協力により、再資源化がされました。

　これは、実行委員会が１，５００灯の竹灯り

を作成した際に発生した竹の端材をごみと

して焼却処分するのではなく、同社の保有

する剪定枝粉砕収集車によって細かいチッ

プ状に加工し、活用するもの。チップは、

堆肥の原料や昆虫飼育のマット、家畜の敷

料などに活用可能です。また、花壇や植え

込みにチップを敷き詰めることで、土壌へ

の直射日光を遮

ることができ、

雑草の抑制、土

壌の保湿が期待

できます。
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いらっしゃいませ
　先日、市民の方から広報担当に連絡があり、「宇土市出身
で素晴らしい方がいる」と連絡がありましたので、ご紹介
します。

　昨年、指田（旧姓・村上）吾一さんの手記

「原爆の記」が３８年ぶりに復刊しました。同

手記は、昭和４４年に初版が発行され、指田

さんが軍医として着任していた広島市で昭和

２０年に被爆した体験などが綴られています。

指田さんは、広島で被爆され、顔にひどい火

傷を負い、焼きちぎれるような痛みをおしな

がら、医者として救援の先頭に立って治療に

あたった地獄のような様子を同手記に克明に書き残されました。

　指田さんは、宇土市松原町出身で宇土中（現・宇土高校）を卒

業後、上京。東京医大を卒業後、各地の病院に勤務し、軍医とし

て応召中、広島で原爆被災に遭いました。その後、東京に戻り、

指田病院を開設し、昭和３７年東京都田無町町長に当選。２期、務

めたあと、昭和４２年の田無市（現・西東京市）市制施行とともに

初代市長となり、昭和４４年「原爆の記」の発行を前に５９歳で亡

くなりました。

　指田さんは、市長として忙しい日々の間に、わずかな時間を見

つけて同手記を執筆。病気で倒れる直前まで「原爆の被災者の１

人である私は生きているうちにどうしても、書き残しておかなけ

ればならぬ、生き残ったものの責任があるのだ」といって、執筆

に取り組んだそうです。

　現在、宇土市在住の親族の方や指田さんの知

り合いの方々は、「宇土市出身で素晴らしい取り

組みを行った方がいたことを皆さんにも知って

おいてほしい」と話しています。

　なお、同本は市立図書館と市内３中学校に所

蔵してあります。

　
現
在
、
熊
本
県
内
で
交
通
事
故

　
７
月
　
日
、
市
民
会
館
前
で
宇

３１

土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
・
宇
土
市
交
通
安
全
協
会
支

部
連
合
会
・
宇
土
市
交
通
指
導
員
・

宇
城
警
察
署
・
宇
土
市
が
合
同
で
、

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。　

夏
の
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

交通事故に気をつけて

が
多
発
し
て
お
り
、
宇
土
市
で
も

交
通
死
亡
事
故
に
よ
る
死
者
は
昨

年
よ
り
２
人
も
多
い
状
況
で
す
。

（
８
月
　
日
現
在
）
ド
ラ
イ
バ
ー

３１

の
方
は
前
を
よ
く
見
て
運
転
し
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
疲
れ
た
と
き
は
早
め
の

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者

の
方
は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
外

出
を
で
き
る
だ
け
控
え
、
で
か
け

る
と
き
は
、
反
射
材
用
品
の
着
用

を
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
の
お
願
い

 中村 　 洸 くん
なかむら ひかる

（神馬町）

【Ｈ１９.９.２５生　１歳】

 岩永 　 亜美 ちゃん
いわなが あみ

（馬之瀬町）

【Ｈ１９.９.４生　１歳】

 木田 　 妃香 ちゃん
きだ ひめか

（松山町）

【Ｈ１９.９.６生　１歳】

 植原 　 惺良 ちゃん
うえはら せいら

（松山町）

【Ｈ１７.９.３生　３歳】

 竹下 　 徳仁 くん
たけした のりひと

（恵塚町）

【Ｈ１９.９.３生　１歳】

掲載希望の方（３歳まで）は誕生月の前月２５日（２５日が休

日の場合は前日）までに市役所広報担当まで申し込んでく

ださい。応募多数の場合は抽選になります。

問い合せ先
市企画情報課広報電算係　緯鰻１１１１（内線２２０６）

 芥川 　 優月 ちゃん
あくたがわ ゆづき

（走潟町）

【Ｈ１９.９.２９生　１歳】

故　指田吾一さん
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『『『『『『『『『『『『『『『『食食食食食食食食食食食食食食食食生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活改改改改改改改改改改改改改改改改善善善善善善善善善善善善善善善善推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進員員員員員員員員員員員員員員員員協協協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会』』』』』』』』』』』』』』』』ををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知知知知知でででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすす『食生活改善推進員協議会』をご存知ですかかかかかかかかかかかかかかかかか
　市食生活改善推進員協議会では、食のボランティアとして食を通じたさまざまな活動
を行っています。8月7日には、主に夏休み中の小学生と保護者を対象とした、親子料理
教室を開催。調理実習の他に食育をテーマにした劇なども行い、朝ごはんの大切さやバ
ランスよく食べることを子どもたちと一緒に楽しく勉強することができました。今回は、
教室で作った一品を紹介します。ぜひご家庭で、親子一緒に作ってみてください！

食改さん（ヘルスメイト）の活動を紹介します！

～食育推進活動　親と子の料理教室～みんなで楽しくクッキング！

＜洋風ちらしずし　３４４cal ＞
（炭水化物４５.８g　塩分１.９g　カルシウム２５４mg）

①米にだし昆布と塩を入れて炊く。炊けたら、

オリーブ油とレモン汁を熱いうちに混ぜ合

わせ、冷ましておく。

②きゅうり、ハム、チーズを８亜角に切る。

ミニトマトはくし切りに。

③①のごはんに②の具、コーンを混ぜる。食

べやすい量をサラダ菜の上に盛り付ける。

材料（６人分）

米　２合、だし昆布　５唖角１
枚、塩　小さじ１/２、オリー

ブ油　小さじ２、レモン汁　

小さじ２、きゅうり　２本、

ハム　１００扱、プロセスチー
ズ　８０扱、ミニトマト　１０
個、ホールコーン　大さじ２、

サラダ菜　適宜

熊本県立宇土高等学校
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３

緯鰻００４３　胃鰻４７５３

ＨＰ  http://www.higo.ed.jp/sh/utohs/

mail　uto@bears.ed.jp

学びの部屋
　７月２９日から３１日の３日間、宇土小学校で行われた「学びの部屋」に本校２
年生６８人が参加しました。
　「学びの部屋」は夏休みと冬休みに実施されており、小学生は自主学習を行い、
宇土高生が個別指導をします。２００３年冬から続いており、多くの宇土高生が参加
するのを楽しみにしています。期間中は勉強だけでなく、休み時間には汗を流し
ながら一緒に遊んで交流を深めました。
　今号では、生徒の感想文を抜粋して紹介します。

５年生担当

☆今回は自分が子どもたちに教える立場で「責任を持つ」ということを改めて学ぶことができた。自分の言

葉で子どもたちに勇気や元気を与えることができる反面、嫌な気持ちにさせることもある。そういうこと

も考えて行動することの大切さを感じた。そして、目立つグループばかりに声をかけるのではなく、おと

なしくしている子にも目を向けることも大切だと思った。高校で学べないことをたくさん学んだ。（Y．T）

１年生担当

☆今回で２回目の参加で、前回よりやりやすかった。うれしかったことは、最後の日に「今度手紙を書くけ

ん」と言ってくれたことだ。３日間、がんばってすごくやり甲斐を感じた。でもいいことばかりではなく、

教えるときに困ったり、注意の仕方などが難しかったりした。まだまだ自分に足

りないものがあると気づいた。小学校の先生が言われたように準備してくださっ

た先生方のおかげである。本当にありがとうございました。（D．M）

２年生担当

☆昨年も参加したが、今年の方が子ども１人ひとりとよく接することができたと思

う。ほんの４時間だったけど、自分にとっては将来につながる体験だった。けんかを止めるのも大変だっ

たけど、２人とも素直に謝っていて偉いと思った。今日は子どもたちの表情を見ることができたが、一人

ひとり、サインが違っていて驚いた。感情表現は子どもの方がうまいと思った。（M．I）
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　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を

行っています。赤ちゃんから高齢者の方まで、ど

なたでもご利用できます。気軽にご利用ください。

受付時間　午前９～１１時
　　　　　（事前に電話での予約が必要です）

内　　容　身体測定、体脂肪測定、栄養相談など
その他、健康に関することで相談したいことがあ

る方はご相談ください。

健康相談をご利用ください

記事に関する問い合せは、市保健センター　緯鰻２３００まで

健康カレンダー
対象・その他受付時間場所内　容月　日

妊　婦
午前１０時
　～１０時１５分

市
保
健
セ
ン
タ
ー

母子手帳交付
（妊婦健康相談

毎　週
火曜日

１７年　８月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　９．１８

２０年　７月生まれ
午前　９時１５分
　～　９時３０分

すくすく学級　９．２４

２０年　６月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３カ月児
健康診査

１０．　２

１９年　６月生まれ
午前　９時
　～　９時１５分

幼児歯科教室１０．　６

１９年　３月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

１歳６カ月児
健康診査

１０．　８

１８年　９月生まれ
午前　９時
　～　９時１５分

ぴかぴか教室１０．　９

２０年　３月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

６カ月児
健康診査

１０．　９

１７年　９月生まれ
午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

１０．１６

２０年　８月生まれ
午前　９時１５分
　～　９時３０分

すくすく学級１０．２２

平成２０年度
ポリオ予防接種日程表

　ポリオ予防接種を下記のとおり実施します。

　体調の良い時に、できるだけ３カ月～１歳半の

間に受けましょう。

対象者受付時間場所期日

接 種 日 時

点で

生後３カ月

～７歳半未

満の者

１３：１０

～

１４：２０

診察は１３：３０

からになります

※番号札は正午

から配付します。

宇
土
市
保
健
セ
ン
タ
ー

１０月　７日（火）

１０月１５日（水）

１０月２１日（火）

１０月２３日（木）

１１月１１日（火）

当日は、問診票・母子手帳をご持参ください。

結核検診の
日程変更について

　９月２２日から結核検診車による各地区巡回の胸

部レントゲン撮影を実施します。日程については、

広報うと８月号でお知らせしていますが、下記の

とおり一部変更になりましたのでご注意ください。

変更後変更前期日

宇土市
スポーツセ
ンター前

 ９：００
～

１１：００

宇土市
スポーツセ
ンター前

９：００
～

１１：００

９/２７
（土）

花園環境改
善センター
前

１２：３０
～

１３：３０花園環境改
善センター
前

１２：３０
～

１５：００ 上 松 山 コ
ミュニティ
センター前

１４：００
～

１５：００

子宮がん（頸部）施設検診の
期間を延長します

　田山産科婦人科で９月から実施している「子宮

がん検診」を１０月３１日まで検診期間を延長しま

す。

　あわせて追加申し込みの受付も１０月２５日（土）

まで延長します。

申込・問い合せ先　市保健センター　緯鰻２３００

日曜・祝日当番医
電　話病・医院名月　日

２２―１６００宇土中央クリニック（浦田町）
　　９．１５

５８－１４１１やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）

２２－０００２福田医院（本町３丁目）
　９．２１

２２－６６００むらかみ眼科クリニック（南段原町）

２２―１２３４石垣医院（浦田町）
　　９．２３

２３－５８５１草場医院（松原町）

２２―３２０３吉窪内科放射線科医院（入地町）
　９．２８

２２－５５２２田山産科婦人科医院（入地町）

２３－５５５８近藤クリニック（松山町）
　１０．　５

２３－２３４１もろが整形外科医院（旭町）

２３－６５５５松田内科循環器科クリニック（三拾町）
１０．１２

２２－１０８１くまもと心療病院（松山町）

２２－０３２４上野小児科医院（城之浦町）
１０．１３

２２－０１０８高浜医院（城之浦町）

２２－０２４１尾崎医院（本町１丁目）
１０．１９

２２－０８７３吉田耳鼻咽喉科医院（浦田町）

（診療時間：午前９時～午後５時）

※当番医は変更になる場合があります。休日の問い合せは、

石垣医院（緯鰻１２３４）にお願いします。
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再生紙を使用しています

市
の
木

き
ん
も
く
せ
い

市
の
花

あ
じ
さ
い

市
の
鳥

メ
ジ
ロ

人口

心ゆたかな環境創造の宇土市

平成２０年９月１日現在

高齢者　あなたのマナーで防ぐ事故

市の交通事故発生件数
 １月１日から  ８月３１日まで平成
２０年

平成
２０年

６２１０２３１０

　３８，４５９人　（－　　　６人）

　１８，４１０人　（＋　　３人）

　２０，０４９人　（－　　９人）

　１３，７１１世帯（－　　９世帯）

（　）内は前月比

発生件数　　１６２件（－　２４件）

死　者　数　　　３人（＋　　２人）

負傷者数　　２２３人（－　５２人）

（　）内は前年
毅

比

市 の う ご き

　
８
月
２
日
、
市
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
宇
土
市
市
制
施
行
　
周
５０

年
記
念
第
　
回
宇
土
市
民
夏
ま
つ

２３

り
「
宇
土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
大

勢
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
大
太

鼓
の
復
興
と
伝
承
を
目
的
に
市
内

各
地
の
太
鼓
団
体
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
（
田
尻
正
三
委
員
長
）
が

毎
年
、
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
参
加
団

体
の
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
一

緒
に
大
太
鼓
を
引
い
て
市
内
を
練

り
歩
く
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
今
年

は
、
雨
乞
い
太
鼓
　
基
が
勢
ぞ
ろ

２６

い
し
、
各
団
体
が
太
鼓
、
笛
、

鉦
な
ど
を
使
っ
て
の
演
奏
や
踊

り
な
ど
の
披
露
で
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
市
の
大
太
鼓
収
蔵
館
に
保
管

し
て
あ
る
雨
乞
い
大
太
鼓
　
基
２６

は
、
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
太
鼓
は
、
け
や
き
の
大
木
を

く
り
抜
い
た
も
の
で
、
鉦
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
叩
き
、
笛
の

音
と
と
も
に
村
人
が
踊
る
と

い
っ
た「
雨
乞
い
祭
り
」
や「
虫

追
い
」
と
い
う
行
事
が
、
戦
前

ま
で
は
各
地
区
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

練習の成果を発揮

第

回
宇
土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

第　

回
宇
土
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルル

２３２３

大
太
鼓
の
復
興
と
伝
承

大
太
鼓
の
復
興
と
伝
承
をを

雨
乞
い
太
鼓
の
歴
史

　
戦
後
、
そ
の
よ
う
な
行
事
は
行

わ
れ
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
大

太
鼓
は
、
売
ら
れ
た
り
し
て
姿
を

消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和

　
年
代
に
入
り
、
地
元
の
方
々
が

６０雨
乞
い
大
太
鼓
の
確
認
調
査
等
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
各
地
区
の
神
社

や
寺
に
放
置
さ
れ
た
、
修
復
可
能

な
大
太
鼓
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
雨
乞
い
大
太
鼓
の
再

生
復
興
を
図
る
た
め
に
、　

基
の

２６

大
太
鼓
の
皮
を
張
り
替
え
、
胴
の

修
復
等
を
行
い
、
そ
れ
を
一
堂
に

集
め
て
保
管
・
展
示
す
る
施
設
と

し
て
平
成
３
年
に
宇
土
市
大
太
鼓

収
蔵
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
お
よ
び
関

連
資
料
は
、
平
成
　
年
に
熊
本
県

１４

重
要
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

大太鼓と踊りの競演

　
表
紙
の
写
真
は
、
う
と
地
蔵
ま

つ
り
の
出
店
で
楽
し
ん
で
い
る
子

ど
も
の
写
真
で
す
。

▼
広
報
担
当
に
「
あ
り
が
た
い
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま

す
」
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

①
毎
日
、
墓
参
り
に
来
て
い
る
方

が
城
山
公
園
の
ト
イ
レ
を
清
掃
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
は
「
墓

参
り
に
来
ら
れ
た
方
が
気
持
ち
よ

く
、
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

…
」
と
の
こ
と
。

②
地
域
の
地
蔵
尊
に
四
季
を
通
じ

て
花
を
そ
な
え
る
方
が
お
ら
れ
る

ま
す
。
そ
の
方
は
「
こ
の
道
路
は

学
校
の
通
学
路
。
車
の
通
行
が
多

い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
願
い
を
込

め
て
…
」
と
の
こ
と
。

　
私
も
、
早
朝
、
取
材
に
向
う
途

中
、
地
域
の
方
々
が
清
掃
を
し
て

お
ら
れ
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
初
め
て
行
っ
た

「
船
場
橋
浮
き
灯
籠
」（
本
紙
Ｐ
４
）

で
も
、
竹
き
り
や
灯
籠
の
制
作
、

設
置
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し

て
お
ら
れ
る
方
々
を
数
多
く
見
か

け
ま
し
た
。
何
事
も
多
く
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
て
過
ご
せ
る
の
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
 円
円
 （
５
）


